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議会と語ろう会　P２～３
そこが聞きたい！
　議員12人が一般質問　P11～17

議会改革レポート　P17

議会と語ろう会　P２～３
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議会改革レポート　P17

浄法寺山の初冠雪　多福庵境内より
写真提供　波多野　公人さん
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■開催地区は下記のとおりです。（感染症対策を行い開催いたします）
10月21日（水）担　当　議　員

奥野　正司・松川　正樹
上田　　誠・齋藤　則男
酒井　秀和
金元　直栄・滝波登喜男
江守　　勲・伊藤　博夫
川崎　直文
朝井征一郞・中村勘太郎
長岡千惠子・酒井　和美

10月22日（木） 10月23日（金）
松岡東地区（志比堺・薬師・神明）

松岡公民館

志比中地区

開発センター消防ホール

吉野地区

松岡多目的集会センター（ざおう荘）

志比南地区

志比南小学校

御陵地区

松岡農業構造改善センター

上志比地区

上志比文化会館

松岡西地区（春日・葵・芝原）

松岡公民館

清流地区

ふるさと学習館

志比北地区

志比北公民館

町民の声
を

議会へ

町民の声
を

議会へ

10月21日（水）・22日（木）・23日（金）

いずれも  午後７時3０分～

今後の幼児園・幼稚園について語ろう１ 新型コロナウィルスについて語ろう２

Covid-19（新型コロナウイルス感染症）が指定感染症に定められてから９か月が経ちました。
仕事、農業、子育て、介護、地域活動、レジャー…様々な面で生活の変化が起きたのではないでしょうか。
これに対する国の支援制度、県や町の独自の支援策が設けられました。
９月補正予算でも様々なコロナ感染症対策事業が追加されています。（P４～７参照）

情報は皆さんの耳に届いているでしょうか？　支援を利用できているでしょうか？
みなさんのお困りの声は届いているでしょうか？　ぜひご意見をお聞かせください！

●松岡木ノ下地係の町有地に「私立の幼児園」を新設する。※幼保連携型施設の整備を予定しています。
　開設時期は令和５年４月１日を目指します。
●令和５年４月の松岡小学校区の園は３園とします。（松岡東幼児園・なかよし幼児園・新設私立園）
　※御陵幼児園・吉野幼稚園に変更はありません。
●松岡東幼児園の施設をリフレッシュして、令和４年４月から０歳児保育の受け入れをはじめます。
　近隣での駐車場の目途がたち、送迎の利便性が向上します。

町独自支援　※国・県による支援対策についてはお問い合わせください。
【子育て支援】 ●子ども生活応援給付金：０歳児から中学３年生までの児童に対し一律２万円を給付（5/20給付済）
 ●教育資金支援給付金：町が定める金融機関で教育資金の融資を受けている人・または新規に
  申請する人への給付金拡充
【生活支援】 ●水道基本料金の減免：全世帯対象に令和２年６月～11月の水道基本料金を減免。さらに４か月期間延長。
【経済支援】 ●事業継続応援給付金：業績が低下している町内商工事業者対象に１事業所10万円を給付
  （令和３年３月10日まで）
 ●テイクアウト応援事業：おうちに届け！「＃永平寺町近助メシ」
 ●永平寺町みんなのスタンプラリー：参加店５店舗分のスタンプで500円の金券に！抽選で豪華賞品も。

夕食後にどうぞ♪
ご参加いただきやすい開
始時間を検討し、少し遅め
に変更しました！

ご都合のよい会場に
お越しください
ご都合のよい会場に
お越しください

幼児園・幼稚園施設再編

施設再編の対象
令和2年度～令和11年度の10年
間で右のように目指します。

松岡地区　　６園 松岡地区　　５園

永平寺地区　３園 永平寺地区　１園

上志比地区　１園 上志比地区　１園
【町の方針】

・民間保育はすでに導入している。公立にこだわるとか民間を拒否するとか議論している時代
　ではない。民間を導入して保育の幅を広げ、子どもにとって伸び伸びとやっていけると良
　い。お互いに信頼をもてることが大切。
・民間園で病児保育や病後児保育サービスが可能となるのであれば、子どもが病気の時に親の
　負担が軽減できる。
・保育士の働く環境が良くなり、保育士のゆとりある配置で、一人一人の子どもに目が届くよ
　うになる。
・はじめは公立、私立の差が無くても、いずれは民間の「効率化」・「合理性」におされて差
　が発生するのではないか。サービスの低下につながるのでは。
・再編は子どもにとって本当に望ましい状態で進めてほしい。行政や大人の都合で決めること
　のないように。少人数ならではの良さもある。広範囲の地区から集めることが必ずしもいい
　ことかどうかは疑問。子ども達のために慎重な議論をしてほしい。
・公立で最新の園を建設して、その園に子どもを預けたいと思えれば、人口増加につながる。

保護者アンケートから主な意見を抜粋しました。
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令和２年 第４回定例会報告令和２年 第４回定例会報告 議長　奥野　正司
　令和２年第４回永平寺町議会定例会は、９月４日（金）から９月16日（水）まで13日間開催されました。
審議された内容は、次のとおりです。

【主な項目】

令和２年度一般会計補正予算審議報告令和２年度一般会計補正予算審議報告

上水道事業負担金水道料金一部減免 3,500万円
地域公共交通運行支援他車内抗菌費補助 3,155万円
公共施設・避難所感染症対策費用（Ｐ6） 1,715万円
学校教育感染症対策物的整備費（Ｐ7） 1,320万円
松岡公民館トイレ改修工事費 863万円
新生児特別給付金（Ｐ5） 505万円
地産地消支援事業補助金コロナ減額分支援（Ｐ7） 300万円

四季の森文化館
貸オフィス、テレワーク環境整備費
学生応援事業費（Ｐ6）

四季の森文化館
貸オフィス、テレワーク環境整備費
学生応援事業費（Ｐ6）

1,863万 4,857万 1,121万商工振興費
安全対策事業補助金
コロナ対策利子補給金

商工振興費
安全対策事業補助金
コロナ対策利子補給金

松岡東幼児園
　天井修繕費　99万
　安全地質調査費　399万

松岡東幼児園
　天井修繕費　99万
　安全地質調査費　399万

498万 396万 6万松岡東幼児園
リフレッシュ工事設計業務委託料
松岡東幼児園
リフレッシュ工事設計業務委託料

新園業者選定委員会委員報償新園業者選定委員会委員報償

企業立地促進事業助成金企業立地促進事業助成金

4,078万 7,500万 360万

翠荘空調設備工事（Ｐ6）翠荘空調設備工事（Ｐ6）

コミュニティバスダイヤ改正費他　99万
近助タクシードライバー給与　107万
自動走行運行費用　154万
　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｐ5）

コミュニティバスダイヤ改正費他　99万
近助タクシードライバー給与　107万
自動走行運行費用　154万
　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｐ5）

インフルエンザ予防接種
助成費総額（Ｐ5）

インフルエンザ予防接種
助成費総額（Ｐ5）

コロナに係る減額補正

・町議会研修旅費等減額 －115万円
・戦没者追悼式 ―45万円
・老人クラブ運営費 －77万円
・文化祭実行委員会補助金（Ｐ7） －220万円
・文化芸術振興事業費（Ｐ7） －55万円
・オリンピック関連事業 ―535万円
・夏季プール開放事業 ー505万円

コロナの影響で様々な事業が中止になり、
９月補正予算にて減額補正がありました。

６月豪雨被災林道復旧工事、測量設計業務費 1,531万円
物損事故に係る損害賠償 ５万円 （専決）

島
、
東
古
市
、
谷
口
地
区
。

問
　
避
難
所
の
コ
ロ
ナ
対
策
に

つ
い
て
、
全
避
難
地
区
で
コ
ロ

ナ
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。
ま
た
各
区
に
備
品
を
置
く
た
め

の
補
助
は
。

答
　
今
回
は
避
難
所
や
集
客
施
設
等
、
公

共
施
設
の
コ
ロ
ナ
対
策
。
非
接
触
型
体
温

計
な
ど
の
購
入
は
自
主
防
災
組
織
の
資
機

材
費
の
補
助
金
で
購
入
さ
れ
て
い
る
地
区

も
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
補
助
金
を
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
総
合
政
策
課

問
　
四
季
の
森
文
化
館
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
使
用
料
体

系
、
町
民
利
用
の
規
定
は
。

答
　
施
設
の
目
的
外
利
用
と
し
て
貸
し
出

す
。
賃
料
は
生
涯
学
習
課
含
め
検
討
中
。

町
民
利
用
の
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、

ス
ペ
ー
ス
利
用
は
無
料
、
機
器
貸
出
し
は

有
料
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
。

問
　
学
生
支
援
と
し
て
町
内
在

住
の
意
味
は
。
ど
う
い
う
形
の

支
援
か
。
求
め
ら
れ
る
必
要
な

支
援
か
。

答
　
住
民
票
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
町
内
在

住
の
学
生
へ
マ
ス
ク
、
ゴ
ミ
袋
等
の
生
活

必
需
品
支
援
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
他
要

望
の
声
を
拾
う
こ
と
は
継
続
。
県
外
学
生

支
援
に
つ
い
て
は
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
の
観
点

か
ら
も
強
化
し
た
い
。

問
　
今
年
の
住
ま
い
る
定
住
応
援
事
業
住

宅
取
得
支
援
と
子
育
て
支
援
の
見
込
み
数

50
件
の
内
訳
、
昨
年
・
一
昨
年
と
の
比

較
、
３
年
を
経
過
し
、
来
年
度
の
方
向
性

は
。

答
　
Ｈ
30
年
40
件
中
新
築
32
中
古
５
再
転

入
３
、
Ｒ
元
年
43
件
中
新
築
34
中
古
７
再

転
入
２
。
今
年
は
８
月
末
で
31
件
の
申
請

が
あ
り
、
50
件
見
込
み
。
内
訳
は
１
１
４

人
。
大
人
66
人
、
子
育
て
支
援
金
10
万
円

対
象
と
な
る
子
ど
も
が
48
人
。
７
月
10
日

時
点
で
25
件
中
新
築
22
中
古
１
再
転
入

２
。
福
井
市
か
ら
の
転
入
が
多
い
。
今
年

度
で
制
度
見
直
し
、
内
容
検
討
中
。

◆
住
民
生
活
課

問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
普
及
促
進
の
職
員

雇
用
に
つ
い
て
、
説
明

が
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
が
パ
ー
ト
タ

イ
ム
雇
用
で
足
り
る
の
か
。
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
で
経
済
支
援
効
果
も
高
く
、
保
険
証

や
図
書
カ
ー
ド
な
ど
カ
ー
ド
機
能
の
一
元

化
に
よ
り
行
政
の
働
き
方
改
革
に
も
Ｍ
ａ

ａ
Ｓ
の
実
現
に
も
繋
が
る
事
業
と
し
て
町

全
体
で
重
要
性
認
識
す
べ
き
。
普
及
率
の

目
指
す
と
こ
ろ
は
。

答
　
一
人
増
員
で
窓
口
業
務
は
軽
減
で
き

る
。
将
来
の
機
能
拡
大
に
向
け
、
窓
口
で

の
働
き
か
け
、
広
報
誌
も
ペ
ー
ジ
を
割
い

て
も
ら
っ
て
い
る
。
８
月
31
日
で
町
22
・

52
％
。
県
平
均
で
21
％
。
目
標
は
Ｒ
元
年

で
９
２
０
件
増
、
今
年
１
，
８
０
０
件
見

込
み
。
限
り
な
く
普
及
さ
せ
た
い
。
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
で
今
が
チ
ャ
ン
ス
。
商
工
観

光
課
で
も
金
融
機
関
で
関
係
チ
ラ
シ
設
置

を
お
願
い
し
て
い
る
。

◆
福
祉
保
健
課

問
　
松
岡
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の
空
調
設

備
強
化
と
し
て
７
，
５
０
０
万
円
の
詳
細

は
。

答
　
現
在
は
セ
ン
ト
ラ
ル
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ

方
式
で
吹
き
出
し
が
各
部
屋
に
あ
る
が
、

各
部
屋
に
分
離
し
た
機
器
を
取
り
付
け

る
。
電
柱
か
ら
配
電
盤
ま
で
の
キ
ュ
ー
ビ

ク
ル
工
事
で
３
，
５
０
０
万
円
。
空
調
機

器
の
更
新
で
４
，
０
０
０
万
円
。
よ
り
具

体
的
内
容
は
設
計
書
が
上
が
っ
て
き
て
か

ら
に
な
る
。

◆
子
育
て
支
援
課

問
　
東
幼
児
園
80
人
へ
の
定
員

増
で
は
足
り
な
い
の
で

は
。
例
え
ば
乳
児
園
構

想
な
い
の
か
。
じ
っ
く

り
急
が
ず
検
討
す
べ
き

で
は
。

答
　
平
成
30
年
か
ら
視

察
含
め
43
回
検
討
を
行

っ
て
き
た
。
吉
野
園
な

ど
に
行
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
現
状
も
ふ
ま
え
検
討

し
た
い
。
乳
児
園
は
検
討
し
た
が
、
職
員

数
の
問
題
や
世
代
間
交
流
の
面
か
ら
早
い

段
階
で
選
択
肢
か
ら
外
れ
て
い
る
。

問
　
民
営
化
、
町
外
の
事
業
者
に
任
せ
て

は
町
外
に
お
金
が
流
れ
る
。
学
校
法
人
・

社
会
福
祉
法
人
に
限
定
す
る
点
に
お
い
て

も
検
討
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
民
営
化
の
や
り
方
に
つ
い
て
は
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
選
定
委
員
会
内
に
て
審
議
を
行

え
ば
い
い
と
思
う
。
特
別
委
員
会
で
審
議

も
お
願
い
し
た
い
。
経
験
と
実
績
あ
る
と

こ
ろ
に
す
る
た
め
に
ハ
ー
ド
ル
上
げ
て
い

き
た
い
。
町
内
に
は
事
業
者
も
な
く
社
会

福
祉
法
人
の
設
立
も
難
し
い
。

問
　
東
園
面
積
は
今
60
名
で
も
い
っ
ぱ

い
。
０
歳
児
の
定
員
は
５
名
な
の
で
１
歳

児
以
上
は
75
名
に
な
る
。
各
教
室
増
築
す

る
か
、
待
機
児
童
対
策
と
し
て
の
２
割
増

ど
ち
ら
か
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
園
児

１
人
当
た
り
１
・
98
㎡
、
あ
る
い
は
3.3
㎡

そ
の
面
積
を
必
ず
確
保
し
な
け
れ
ば
再
編

に
な
ら
な
い
の

で
は
。

答
　
２
割
増
は

待
機
児
童
対
策

と
し
て
国
の
苦

肉
の
策
で
あ
る

と
い
う
認
識
。

定
員
を
超
え
な
い
運
営
行
う
。
定
員
80
名

で
カ
バ
ー
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
松
岡

小
学
校
区
の
子
ど
も
達
で
学
校
区
外
の
園

に
通
っ
て
い
る
事
例
が
あ
る
こ
と
を
ま
ず

解
消
し
た
い
。

問
　
新
園
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
原
案
は
い
つ

議
会
に
示
す
の
か
。
選
定
委
員
会
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

答
　
要
綱
は
全
協
で
素
案
を
示
し
て
い

る
。
承
認
を
得
た
ら
早
急
に
作
成
し
提
案

す
る
。
11
月
〜
12
月
に
選
定
委
員
を
募

集
、
来
年
２
月
に
は
業
者
の
選
定
の
予

定
。
し
っ
か
り
議
会
の
意
見
を
盛
り
込

む
。

問
　
東
園
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
再
編
計
画
示
さ
れ
て
か
ら

の
協
議
は
15
回
。
４
月
10
日
に
令
和
５
年

４
月
新
園
開
園
を
目
指
し
４
園
を
３
園
に

す
る
と
あ
っ
た
の
で
、
１
年
前
倒
し
で
は

な
い
か
。
前
倒
し
の
理
由
は
説
明
会
で
保

護
者
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
た
め
と
い
う
こ

と
だ
が
、
説
明
会
報
告
の
質
疑
に
は
見
ら

れ
な
い
。
保
護
者
か
ら
の
要
望
は
ど
う
い

っ
た
場
面
で
あ
っ
た
の
か
。
０
歳
児
は
課

題
と
し
て
あ
る
だ
ろ
う
が
、
再
編
と
は
別

問
題
で
は
な
い
か
。

答
　
東
園
は
１
日
も
早
く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
子
ど
も
達
に
過
ご
し
て
も
ら
い
た

い
。
議
会
か
ら
東
園
は
人
が
い
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
の
で
、

０
歳
児
受
入
れ
で
東
園
に
来
て
も
ら
う
こ

と
を
考
え
た
。
回
数
に
つ
い
て
は
行
政
で

は
16
回
と
い
う
認
識
。
43
回
は
視
察
な
ど

合
わ
せ
て
の
数
。
０
歳
児
に
つ
い
て
は
東

園
説
明
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
保
護
者
に
意

見
を
聞
き
に
行
っ
た
。

問
　
調
査
依
頼
を
か
け
た
の
は
園
児
に
と

っ
て
大
丈
夫
な
施
設
、
無
理
の
な
い
ゆ
と

り
あ
る
施
設
作
っ
て
ほ
し
い
か
ら
。
仮
に

調
査
で
大
き
な
支
出
が
あ
る
と
分
か
っ
た

場
合
、
新
園
を
作
る
と
い
う
考
え
方
も
あ

る
の
で
は
。

答
　
目
視
調
査
、
図
面
で
大
丈
夫
だ
と
い

う
こ
と
で
、
万
全
を
期
す
た
め
に
調
査
を

行
う
。
調
査
結
果
に
よ
っ
て
補
強
が
必
要

な
場
合
に
は
し
っ
か
り
補
強
を
行
う
。
も

し
診
断
結
果
が
悪
け
れ
ば
、
補
強
に
か
か

る
費
用
は
新
築
も
改
修
も
同
じ
。

問
　
築
40
年
過
ぎ
て
い
て
本
当
に
大
丈
夫

か
懸
念
さ
れ
る
。
新
築
す
る
発
想
も
あ
る

の
で
は
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
選
定
委
員
会
は

２
回
の
開
催
だ
が
要
綱
も
含
め
審
議
す
る

の
か
、
職
員
の
待
遇
は
募
集
要
綱
で
は
示

さ
れ
な
い
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
確
認

行
う
か
。

答
　
保
育
士
待
遇
に
つ
い
て
は
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
の
時
点
で
選
定
委
員
が
直
接
業
者
に

待
遇
の
こ
と
を
聞
い
て
も
ら
え
ば
よ
い
と

思
う
。

◆
農
林
課

問
　
地
産
地
消
支
援
事
業
補
助

金
は
コ
ロ
ナ
影
響
に
よ
る
売
上

減
少
に
伴
い
補
助
率
を
上
げ
る

も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
現
実
的
な

出
荷
状
況
な
ど
実
際
ど
う
か
。
玉
ね
ぎ
不

作
、
米
の
下
落
、
瓜
・
南
瓜
な
ど
出
荷
減

な
ど
話
に
聞
く
が
。

答
　
コ
ロ
ナ
対
策
本
部
へ
の
報
告
の
た

め
、
毎
週
農
協
・
森
林
組
合
・
漁
協
と
話

し
て
い
る
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど

な
い
と
の
こ
と
。
６
月
の
長
雨
に
よ
る
不

作
は
あ
る
。
玉
ね
ぎ
は
13
％
減
で
あ
っ
た

が
全
国
的
な
不
作
で
中
京
圏
に
高
く
売
れ

平
年
並
み
。
ニ
ン
ニ
ク
は
生
産
量
15
％
の

減
だ
っ
た
が
売
上
は
６
％
減
で
と
ど
ま
っ

た
。
れ
ん
げ
の
里
登
録
者
数
１
７
２
名
、

道
の
駅
49
名
毎
年
若
干
名
増
加
。
れ
ん
げ

の
里
売
上
１
〜
３
月
は
15
％
減
、
４
月
〜

６
月
は
4.8
％
増
。

◆
学
校
教
育
課

問
　
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
備
品

購
入
費
に
つ
い
て
は
、
パ
ソ
コ

ン
や
体
温
計
な
ど
全
校
に
設
置

す
る
と
い
う
こ
と
か
。

答
　
全
学
校
に
割
当
て
る
も
の
と
、
学
校

か
ら
の
希
望
で
配
布
す
る
も
の
と
が
あ

る
。
パ
ソ
コ
ン
、
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
、
噴

霧
器
は
全
学
校
に
渡
る
。

◆
生
涯
学
習
課

問
　
文
化
祭
中
止
に
つ
い
て
何
ら
か
の
形

で
お
披
露
目
す
る
場
な
い
か
。

答
　
文
化
協
会
加
盟
団
体
の
発
表
を
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
行
う
予
定
。

問
　
文
化
芸
術
振
興
事
業
の
中

止
に
つ
い
て
、
こ
れ
に
代
わ
る

事
業
は
。
コ
ロ
ナ
で
舞
台
芸
術

関
係
者
の
困
窮
も
聞
く
。
地
元
音
楽
関
係

者
の
屋
外
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
支
援
と
、
町

民
の
方
の
コ
ロ
ナ
禍
の
ス
ト
レ
ス
軽
減

は
。

答
　
県
の
事
業
で
、
町
内
で
２
件
街
角
コ

ン
サ
ー
ト
の
予
定
が
あ
っ
た
。
前
半
は
コ

ロ
ナ
で
録
画
放
送
に
な
っ
た
が
後
期
は
道

の
駅
で
開
催
予
定
。
町
も
手
伝
う
。

９
月
補
正
予
算
主
な
質
疑
応
答

一
般
会
計
追
加
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
審
議

◆
住
民
生
活
課

問
　
今
年
４
月
28
日
か
ら
生
ま

れ
た
子
ど
も
を
対
象
に
新
生
児

特
別
給
付
金
５
万
円
支
給
。
１

０
０
人
見
込
み
。
な
ぜ
10
万
円
で
は
な
く

５
万
円
な
の
か
。
５
万
円
も
前
進
で
は
あ

る
が
、
非
正
規
雇
用
の
若
者
、
住
宅
ロ
ー

ン
抱
え
た
若
者
の
た
め
考
え
ら
れ
な
い

か
。
申
請
は
。
見
込
み
人
数
１
０
０
人
の

考
え
方
は
。

答
　
国
に
よ
る
特
別
定
額
給
付
金
10
万
円

の
イ
メ
ー
ジ
強
い
か
と
思
う
が
、
新
生
児

は
町
の
単
独
予
算
で
あ
り
、
既
存
の
児
童

手
当
が
あ
る
こ
と
、
来
年
度
以
降
の
交
付

も
併
せ
て
考
え
て
設
定
。
申
請
書
は
送
付

す
る
。
見
込
み
は
昨
年
出
生
数
か
ら
。

◆
福
祉
保
健
課

問
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の
助
成
上
乗
せ
と
優
先
接
種

に
つ
い
て
、
周
知
は
ど
の
よ
う

に
。
優
先
接
種
は
子
ど
も
・
老
人
・
医
療

関
係
者
と
い
う
こ
と
だ
が
、
行
政
・
教
育

関
係
者
は
対
象
と
な
ら
な
い
か
。

答
　
65
歳
以
上
の
方
に
は
自
己
負
担
金

１
，
０
０
０
円
で
接
種
で
き
る
予
診
票
兼

接
種
券
を
送
付
。
広
報
誌
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
て
ワ
ク
チ
ン
生
産
量
の
限
界
や
優

先
接
種
に
つ
い
て
説
明
行
う
。
優
先
接
種

対
象
者
の
基
準
に
つ
い
て
は
国
か
ら
ま
た

説
明
あ
る
と
思
う
の
で
そ
れ
に
従
う
。
高

齢
者
の
介
護
を
行
う
家
族
に
つ
い
て
は
医

療
現
場
で
判
断
と
い
う
議
論
な
ど
国
の
ほ

う
で
は
あ
る
と
聞
く
。

◆
子
育
て
支
援
課

問
　
地
震
で
傾
い
た
松
岡
東
幼

児
園
の
遊
戯
室
天
井
全
部
や
り

直
す
の
か
。
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト

の
錆
が
気
に
な
っ
た
。
天
井
の
ク
リ
ア
ラ

ン
ス
（
隙
間
）
の
耐
震
の
考
え
方
は
。
吊

り
天
井
使
わ
ず
躯
体
を
塗
装
す
れ
ば
。
工

期
は
。

答
　
吊
り
天
井
に
つ
い
て
は
当
庁
の
一
級

建
築
士
職
員
の
意
見
も
聞
い
て
い
る
が
、

古
い
建
築
規
格
で
取
り
付
け
ら
れ
て
る
こ

と
に
よ
り
吊
り
金
具
が
外
れ
た
も
の
で
あ

る
た
め
、
新
し
い
建
築
規
格
に
よ
り
90
㎝

間
隔
、
壁
か
ら
15
㎝
の
位
置
を
守
り
、
全

て
の
吊
り
金
具
を
新
し
く
付
け
直
す
。
今

後
全
園
確
認
し
、
改
め
て
天
井
の
工
法
に

つ
い
て
検
討
行
う
。
遊
戯
室
は
現
在
使
用

中
止
。
工
期
は
１
週
間
程
度
の
予
定
で
、

す
ぐ
着
工
で
き
る
よ
う
段
取
り
し
て
い

る
。

問
　
地
質
調
査
と
擁
壁
調
査
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
か
。

答
　
地
質
は
、
盛
り
土
、
土
質

調
査
、
隣
の
谷
川
の
地
質
、
総
合
的
に
調

べ
る
。
擁
壁
調
査
は
国
交
省
の
宅
地
擁
壁

老
朽
化
判
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
踏
ま
え
行

う
。
設
計
図
確
認
・
目
視
調
査
で
は
問
題

な
い
が
、
よ
り
安
全
を
確
認
す
る
。
11
月

上
旬
に
議
会
に
報
告
予
定
。

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

追
加
補
正
予
算
　
第
１
審
議

◆
上
下
水
道
課

問
　
汚
水
中
継
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

ン
プ
制
御
盤
２
基
の
内
１
基
に

落
雷
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

ポ
ン
プ
そ
の
も
の
は
大
丈
夫
だ
っ
た
か
。

緊
急
対
応
は
。

答
　
早
急
に
ポ
ン
プ
の
確
認
行
っ
た
。
２

台
と
も
正
常
に
動
作
し
て
い
る
。
過
電
流

か
ら
守
る
ヒ
ュ
ー
ズ
は
制
御
盤
に
設
置
さ

れ
て
い
る
が
、
想
定
外
の
部
分
か
ら
電
流

が
入
っ
た
も
の
。
万
が
一
の
場
合
は
通
行

止
め
に
し
て
発
電
機
で
対
応
す
る
予
定
で

あ
っ
た
。
現
在
制
御
盤
１
基
で
運
転
し
て

い
る
た
め
過
負
荷
に
な
ら
な
い
よ
う
早
急

に
修
繕
す
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
　
第
１
審
議

◆
総
務
課

問
　
近
助
タ
ク
シ
ー
運
行
に
伴
う
志
比
北

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
ダ
イ
ヤ

数
減
に
つ
い
て
、
当
地
区
の
移
住
者
増
・

雇
用
拡
大
に
よ
り
人
口
移
動
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
場
合
に
は
再
び
改
正
検
討
さ
れ

る
か
。
ま
た
近
助
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
３

０
０
円
は
、
近
助
タ
ク
シ
ー
を
利
用
で
き

な
い
地
区
の
方
や
福
祉
タ
ク
シ
ー
よ
り
も

交
通
料
金
が
安
く
利
便
性
も
高
く
、
公
平

性
が
保
た
れ
な
い
の
で
は
。

答
　
需
要
が
発
生
す
る
場
合
に
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
に
限
ら
ず
様
々
な
交
通
手
段

に
よ
る
利
便
性
向
上
を
検
討
す
る
。
料
金

に
つ
い
て
は
一
般
的
な
タ
ク
シ
ー
料
金
の

半
分
程
度
と
い
う
定
め
は
あ
る
。
公
共
交

通
の
体
系
に
つ
い
て
は
色
ん
な
声
を
聞
き

議
論
し
て
い
き
た
い
。

問
　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
６
地
区
と
は
。

答
　
上
合
月
、
平
成
、
松
ヶ
丘
、
兼
定

コロナコロナ

災害

幼児園災害

総額 3億5,814万円3億5,814万円

新型コロナウィルス感染症対策事業

松岡小学校区幼児園再編（Ｐ6）

その他

一般会計補正予算

令和２年度下水道事業特別会計補正

地震で吊ボルトが離れ傾いた松岡東幼児園の遊戯室天井

907万円907万円公共桝設置工事費公共桝設置工事費

令和２年度農業集落排水事業特別会計補正

150万円150万円
落雷によるマンホールポンプ
制御盤破損修繕費（Ｐ5）
落雷によるマンホールポンプ
制御盤破損修繕費（Ｐ5）
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島
、
東
古
市
、
谷
口
地
区
。

問
　
避
難
所
の
コ
ロ
ナ
対
策
に

つ
い
て
、
全
避
難
地
区
で
コ
ロ

ナ
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。
ま
た
各
区
に
備
品
を
置
く
た
め

の
補
助
は
。

答
　
今
回
は
避
難
所
や
集
客
施
設
等
、
公

共
施
設
の
コ
ロ
ナ
対
策
。
非
接
触
型
体
温

計
な
ど
の
購
入
は
自
主
防
災
組
織
の
資
機

材
費
の
補
助
金
で
購
入
さ
れ
て
い
る
地
区

も
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
補
助
金
を
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
総
合
政
策
課

問
　
四
季
の
森
文
化
館
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
使
用
料
体

系
、
町
民
利
用
の
規
定
は
。

答
　
施
設
の
目
的
外
利
用
と
し
て
貸
し
出

す
。
賃
料
は
生
涯
学
習
課
含
め
検
討
中
。

町
民
利
用
の
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、

ス
ペ
ー
ス
利
用
は
無
料
、
機
器
貸
出
し
は

有
料
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
。

問
　
学
生
支
援
と
し
て
町
内
在

住
の
意
味
は
。
ど
う
い
う
形
の

支
援
か
。
求
め
ら
れ
る
必
要
な

支
援
か
。

答
　
住
民
票
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
町
内
在

住
の
学
生
へ
マ
ス
ク
、
ゴ
ミ
袋
等
の
生
活

必
需
品
支
援
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
他
要

望
の
声
を
拾
う
こ
と
は
継
続
。
県
外
学
生

支
援
に
つ
い
て
は
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
の
観
点

か
ら
も
強
化
し
た
い
。

問
　
今
年
の
住
ま
い
る
定
住
応
援
事
業
住

宅
取
得
支
援
と
子
育
て
支
援
の
見
込
み
数

50
件
の
内
訳
、
昨
年
・
一
昨
年
と
の
比

較
、
３
年
を
経
過
し
、
来
年
度
の
方
向
性

は
。

答
　
Ｈ
30
年
40
件
中
新
築
32
中
古
５
再
転

入
３
、
Ｒ
元
年
43
件
中
新
築
34
中
古
７
再

転
入
２
。
今
年
は
８
月
末
で
31
件
の
申
請

が
あ
り
、
50
件
見
込
み
。
内
訳
は
１
１
４

人
。
大
人
66
人
、
子
育
て
支
援
金
10
万
円

対
象
と
な
る
子
ど
も
が
48
人
。
７
月
10
日

時
点
で
25
件
中
新
築
22
中
古
１
再
転
入

２
。
福
井
市
か
ら
の
転
入
が
多
い
。
今
年

度
で
制
度
見
直
し
、
内
容
検
討
中
。

◆
住
民
生
活
課

問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
普
及
促
進
の
職
員

雇
用
に
つ
い
て
、
説
明

が
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
が
パ
ー
ト
タ

イ
ム
雇
用
で
足
り
る
の
か
。
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
で
経
済
支
援
効
果
も
高
く
、
保
険
証

や
図
書
カ
ー
ド
な
ど
カ
ー
ド
機
能
の
一
元

化
に
よ
り
行
政
の
働
き
方
改
革
に
も
Ｍ
ａ

ａ
Ｓ
の
実
現
に
も
繋
が
る
事
業
と
し
て
町

全
体
で
重
要
性
認
識
す
べ
き
。
普
及
率
の

目
指
す
と
こ
ろ
は
。

答
　
一
人
増
員
で
窓
口
業
務
は
軽
減
で
き

る
。
将
来
の
機
能
拡
大
に
向
け
、
窓
口
で

の
働
き
か
け
、
広
報
誌
も
ペ
ー
ジ
を
割
い

て
も
ら
っ
て
い
る
。
８
月
31
日
で
町
22
・

52
％
。
県
平
均
で
21
％
。
目
標
は
Ｒ
元
年

で
９
２
０
件
増
、
今
年
１
，
８
０
０
件
見

込
み
。
限
り
な
く
普
及
さ
せ
た
い
。
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
で
今
が
チ
ャ
ン
ス
。
商
工
観

光
課
で
も
金
融
機
関
で
関
係
チ
ラ
シ
設
置

を
お
願
い
し
て
い
る
。

◆
福
祉
保
健
課

問
　
松
岡
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の
空
調
設

備
強
化
と
し
て
７
，
５
０
０
万
円
の
詳
細

は
。

答
　
現
在
は
セ
ン
ト
ラ
ル
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ

方
式
で
吹
き
出
し
が
各
部
屋
に
あ
る
が
、

各
部
屋
に
分
離
し
た
機
器
を
取
り
付
け

る
。
電
柱
か
ら
配
電
盤
ま
で
の
キ
ュ
ー
ビ

ク
ル
工
事
で
３
，
５
０
０
万
円
。
空
調
機

器
の
更
新
で
４
，
０
０
０
万
円
。
よ
り
具

体
的
内
容
は
設
計
書
が
上
が
っ
て
き
て
か

ら
に
な
る
。

◆
子
育
て
支
援
課

問
　
東
幼
児
園
80
人
へ
の
定
員

増
で
は
足
り
な
い
の
で

は
。
例
え
ば
乳
児
園
構

想
な
い
の
か
。
じ
っ
く

り
急
が
ず
検
討
す
べ
き

で
は
。

答
　
平
成
30
年
か
ら
視

察
含
め
43
回
検
討
を
行

っ
て
き
た
。
吉
野
園
な

ど
に
行
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
現
状
も
ふ
ま
え
検
討

し
た
い
。
乳
児
園
は
検
討
し
た
が
、
職
員

数
の
問
題
や
世
代
間
交
流
の
面
か
ら
早
い

段
階
で
選
択
肢
か
ら
外
れ
て
い
る
。

問
　
民
営
化
、
町
外
の
事
業
者
に
任
せ
て

は
町
外
に
お
金
が
流
れ
る
。
学
校
法
人
・

社
会
福
祉
法
人
に
限
定
す
る
点
に
お
い
て

も
検
討
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
民
営
化
の
や
り
方
に
つ
い
て
は
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
選
定
委
員
会
内
に
て
審
議
を
行

え
ば
い
い
と
思
う
。
特
別
委
員
会
で
審
議

も
お
願
い
し
た
い
。
経
験
と
実
績
あ
る
と

こ
ろ
に
す
る
た
め
に
ハ
ー
ド
ル
上
げ
て
い

き
た
い
。
町
内
に
は
事
業
者
も
な
く
社
会

福
祉
法
人
の
設
立
も
難
し
い
。

問
　
東
園
面
積
は
今
60
名
で
も
い
っ
ぱ

い
。
０
歳
児
の
定
員
は
５
名
な
の
で
１
歳

児
以
上
は
75
名
に
な
る
。
各
教
室
増
築
す

る
か
、
待
機
児
童
対
策
と
し
て
の
２
割
増

ど
ち
ら
か
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
園
児

１
人
当
た
り
１
・
98
㎡
、
あ
る
い
は
3.3
㎡

そ
の
面
積
を
必
ず
確
保
し
な
け
れ
ば
再
編

に
な
ら
な
い
の

で
は
。

答
　
２
割
増
は

待
機
児
童
対
策

と
し
て
国
の
苦

肉
の
策
で
あ
る

と
い
う
認
識
。

定
員
を
超
え
な
い
運
営
行
う
。
定
員
80
名

で
カ
バ
ー
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
松
岡

小
学
校
区
の
子
ど
も
達
で
学
校
区
外
の
園

に
通
っ
て
い
る
事
例
が
あ
る
こ
と
を
ま
ず

解
消
し
た
い
。

問
　
新
園
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
原
案
は
い
つ

議
会
に
示
す
の
か
。
選
定
委
員
会
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

答
　
要
綱
は
全
協
で
素
案
を
示
し
て
い

る
。
承
認
を
得
た
ら
早
急
に
作
成
し
提
案

す
る
。
11
月
〜
12
月
に
選
定
委
員
を
募

集
、
来
年
２
月
に
は
業
者
の
選
定
の
予

定
。
し
っ
か
り
議
会
の
意
見
を
盛
り
込

む
。

問
　
東
園
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
再
編
計
画
示
さ
れ
て
か
ら

の
協
議
は
15
回
。
４
月
10
日
に
令
和
５
年

４
月
新
園
開
園
を
目
指
し
４
園
を
３
園
に

す
る
と
あ
っ
た
の
で
、
１
年
前
倒
し
で
は

な
い
か
。
前
倒
し
の
理
由
は
説
明
会
で
保

護
者
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
た
め
と
い
う
こ

と
だ
が
、
説
明
会
報
告
の
質
疑
に
は
見
ら

れ
な
い
。
保
護
者
か
ら
の
要
望
は
ど
う
い

っ
た
場
面
で
あ
っ
た
の
か
。
０
歳
児
は
課

題
と
し
て
あ
る
だ
ろ
う
が
、
再
編
と
は
別

問
題
で
は
な
い
か
。

答
　
東
園
は
１
日
も
早
く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
子
ど
も
達
に
過
ご
し
て
も
ら
い
た

い
。
議
会
か
ら
東
園
は
人
が
い
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
の
で
、

０
歳
児
受
入
れ
で
東
園
に
来
て
も
ら
う
こ

と
を
考
え
た
。
回
数
に
つ
い
て
は
行
政
で

は
16
回
と
い
う
認
識
。
43
回
は
視
察
な
ど

合
わ
せ
て
の
数
。
０
歳
児
に
つ
い
て
は
東

園
説
明
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
保
護
者
に
意

見
を
聞
き
に
行
っ
た
。

問
　
調
査
依
頼
を
か
け
た
の
は
園
児
に
と

っ
て
大
丈
夫
な
施
設
、
無
理
の
な
い
ゆ
と

り
あ
る
施
設
作
っ
て
ほ
し
い
か
ら
。
仮
に

調
査
で
大
き
な
支
出
が
あ
る
と
分
か
っ
た

場
合
、
新
園
を
作
る
と
い
う
考
え
方
も
あ

る
の
で
は
。

答
　
目
視
調
査
、
図
面
で
大
丈
夫
だ
と
い

う
こ
と
で
、
万
全
を
期
す
た
め
に
調
査
を

行
う
。
調
査
結
果
に
よ
っ
て
補
強
が
必
要

な
場
合
に
は
し
っ
か
り
補
強
を
行
う
。
も

し
診
断
結
果
が
悪
け
れ
ば
、
補
強
に
か
か

る
費
用
は
新
築
も
改
修
も
同
じ
。

問
　
築
40
年
過
ぎ
て
い
て
本
当
に
大
丈
夫

か
懸
念
さ
れ
る
。
新
築
す
る
発
想
も
あ
る

の
で
は
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
選
定
委
員
会
は

２
回
の
開
催
だ
が
要
綱
も
含
め
審
議
す
る

の
か
、
職
員
の
待
遇
は
募
集
要
綱
で
は
示

さ
れ
な
い
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
確
認

行
う
か
。

答
　
保
育
士
待
遇
に
つ
い
て
は
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
の
時
点
で
選
定
委
員
が
直
接
業
者
に

待
遇
の
こ
と
を
聞
い
て
も
ら
え
ば
よ
い
と

思
う
。

◆
農
林
課

問
　
地
産
地
消
支
援
事
業
補
助

金
は
コ
ロ
ナ
影
響
に
よ
る
売
上

減
少
に
伴
い
補
助
率
を
上
げ
る

も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
現
実
的
な

出
荷
状
況
な
ど
実
際
ど
う
か
。
玉
ね
ぎ
不

作
、
米
の
下
落
、
瓜
・
南
瓜
な
ど
出
荷
減

な
ど
話
に
聞
く
が
。

答
　
コ
ロ
ナ
対
策
本
部
へ
の
報
告
の
た

め
、
毎
週
農
協
・
森
林
組
合
・
漁
協
と
話

し
て
い
る
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど

な
い
と
の
こ
と
。
６
月
の
長
雨
に
よ
る
不

作
は
あ
る
。
玉
ね
ぎ
は
13
％
減
で
あ
っ
た

が
全
国
的
な
不
作
で
中
京
圏
に
高
く
売
れ

平
年
並
み
。
ニ
ン
ニ
ク
は
生
産
量
15
％
の

減
だ
っ
た
が
売
上
は
６
％
減
で
と
ど
ま
っ

た
。
れ
ん
げ
の
里
登
録
者
数
１
７
２
名
、

道
の
駅
49
名
毎
年
若
干
名
増
加
。
れ
ん
げ

の
里
売
上
１
〜
３
月
は
15
％
減
、
４
月
〜

６
月
は
4.8
％
増
。

◆
学
校
教
育
課

問
　
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
備
品

購
入
費
に
つ
い
て
は
、
パ
ソ
コ

ン
や
体
温
計
な
ど
全
校
に
設
置

す
る
と
い
う
こ
と
か
。

答
　
全
学
校
に
割
当
て
る
も
の
と
、
学
校

か
ら
の
希
望
で
配
布
す
る
も
の
と
が
あ

る
。
パ
ソ
コ
ン
、
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
、
噴

霧
器
は
全
学
校
に
渡
る
。

◆
生
涯
学
習
課

問
　
文
化
祭
中
止
に
つ
い
て
何
ら
か
の
形

で
お
披
露
目
す
る
場
な
い
か
。

答
　
文
化
協
会
加
盟
団
体
の
発
表
を
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
行
う
予
定
。

問
　
文
化
芸
術
振
興
事
業
の
中

止
に
つ
い
て
、
こ
れ
に
代
わ
る

事
業
は
。
コ
ロ
ナ
で
舞
台
芸
術

関
係
者
の
困
窮
も
聞
く
。
地
元
音
楽
関
係

者
の
屋
外
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
支
援
と
、
町

民
の
方
の
コ
ロ
ナ
禍
の
ス
ト
レ
ス
軽
減

は
。

答
　
県
の
事
業
で
、
町
内
で
２
件
街
角
コ

ン
サ
ー
ト
の
予
定
が
あ
っ
た
。
前
半
は
コ

ロ
ナ
で
録
画
放
送
に
な
っ
た
が
後
期
は
道

の
駅
で
開
催
予
定
。
町
も
手
伝
う
。

９
月
補
正
予
算
主
な
質
疑
応
答

一
般
会
計
追
加
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
審
議

◆
住
民
生
活
課

問
　
今
年
４
月
28
日
か
ら
生
ま

れ
た
子
ど
も
を
対
象
に
新
生
児

特
別
給
付
金
５
万
円
支
給
。
１

０
０
人
見
込
み
。
な
ぜ
10
万
円
で
は
な
く

５
万
円
な
の
か
。
５
万
円
も
前
進
で
は
あ

る
が
、
非
正
規
雇
用
の
若
者
、
住
宅
ロ
ー

ン
抱
え
た
若
者
の
た
め
考
え
ら
れ
な
い

か
。
申
請
は
。
見
込
み
人
数
１
０
０
人
の

考
え
方
は
。

答
　
国
に
よ
る
特
別
定
額
給
付
金
10
万
円

の
イ
メ
ー
ジ
強
い
か
と
思
う
が
、
新
生
児

は
町
の
単
独
予
算
で
あ
り
、
既
存
の
児
童

手
当
が
あ
る
こ
と
、
来
年
度
以
降
の
交
付

も
併
せ
て
考
え
て
設
定
。
申
請
書
は
送
付

す
る
。
見
込
み
は
昨
年
出
生
数
か
ら
。

◆
福
祉
保
健
課

問
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の
助
成
上
乗
せ
と
優
先
接
種

に
つ
い
て
、
周
知
は
ど
の
よ
う

に
。
優
先
接
種
は
子
ど
も
・
老
人
・
医
療

関
係
者
と
い
う
こ
と
だ
が
、
行
政
・
教
育

関
係
者
は
対
象
と
な
ら
な
い
か
。

答
　
65
歳
以
上
の
方
に
は
自
己
負
担
金

１
，
０
０
０
円
で
接
種
で
き
る
予
診
票
兼

接
種
券
を
送
付
。
広
報
誌
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
て
ワ
ク
チ
ン
生
産
量
の
限
界
や
優

先
接
種
に
つ
い
て
説
明
行
う
。
優
先
接
種

対
象
者
の
基
準
に
つ
い
て
は
国
か
ら
ま
た

説
明
あ
る
と
思
う
の
で
そ
れ
に
従
う
。
高

齢
者
の
介
護
を
行
う
家
族
に
つ
い
て
は
医

療
現
場
で
判
断
と
い
う
議
論
な
ど
国
の
ほ

う
で
は
あ
る
と
聞
く
。

◆
子
育
て
支
援
課

問
　
地
震
で
傾
い
た
松
岡
東
幼

児
園
の
遊
戯
室
天
井
全
部
や
り

直
す
の
か
。
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト

の
錆
が
気
に
な
っ
た
。
天
井
の
ク
リ
ア
ラ

ン
ス
（
隙
間
）
の
耐
震
の
考
え
方
は
。
吊

り
天
井
使
わ
ず
躯
体
を
塗
装
す
れ
ば
。
工

期
は
。

答
　
吊
り
天
井
に
つ
い
て
は
当
庁
の
一
級

建
築
士
職
員
の
意
見
も
聞
い
て
い
る
が
、

古
い
建
築
規
格
で
取
り
付
け
ら
れ
て
る
こ

と
に
よ
り
吊
り
金
具
が
外
れ
た
も
の
で
あ

る
た
め
、
新
し
い
建
築
規
格
に
よ
り
90
㎝

間
隔
、
壁
か
ら
15
㎝
の
位
置
を
守
り
、
全

て
の
吊
り
金
具
を
新
し
く
付
け
直
す
。
今

後
全
園
確
認
し
、
改
め
て
天
井
の
工
法
に

つ
い
て
検
討
行
う
。
遊
戯
室
は
現
在
使
用

中
止
。
工
期
は
１
週
間
程
度
の
予
定
で
、

す
ぐ
着
工
で
き
る
よ
う
段
取
り
し
て
い

る
。

問
　
地
質
調
査
と
擁
壁
調
査
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
か
。

答
　
地
質
は
、
盛
り
土
、
土
質

調
査
、
隣
の
谷
川
の
地
質
、
総
合
的
に
調

べ
る
。
擁
壁
調
査
は
国
交
省
の
宅
地
擁
壁

老
朽
化
判
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
踏
ま
え
行

う
。
設
計
図
確
認
・
目
視
調
査
で
は
問
題

な
い
が
、
よ
り
安
全
を
確
認
す
る
。
11
月

上
旬
に
議
会
に
報
告
予
定
。

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

追
加
補
正
予
算
　
第
１
審
議

◆
上
下
水
道
課

問
　
汚
水
中
継
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

ン
プ
制
御
盤
２
基
の
内
１
基
に

落
雷
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

ポ
ン
プ
そ
の
も
の
は
大
丈
夫
だ
っ
た
か
。

緊
急
対
応
は
。

答
　
早
急
に
ポ
ン
プ
の
確
認
行
っ
た
。
２

台
と
も
正
常
に
動
作
し
て
い
る
。
過
電
流

か
ら
守
る
ヒ
ュ
ー
ズ
は
制
御
盤
に
設
置
さ

れ
て
い
る
が
、
想
定
外
の
部
分
か
ら
電
流

が
入
っ
た
も
の
。
万
が
一
の
場
合
は
通
行

止
め
に
し
て
発
電
機
で
対
応
す
る
予
定
で

あ
っ
た
。
現
在
制
御
盤
１
基
で
運
転
し
て

い
る
た
め
過
負
荷
に
な
ら
な
い
よ
う
早
急

に
修
繕
す
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
　
第
１
審
議

◆
総
務
課

問
　
近
助
タ
ク
シ
ー
運
行
に
伴
う
志
比
北

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
ダ
イ
ヤ

数
減
に
つ
い
て
、
当
地
区
の
移
住
者
増
・

雇
用
拡
大
に
よ
り
人
口
移
動
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
場
合
に
は
再
び
改
正
検
討
さ
れ

る
か
。
ま
た
近
助
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
３

０
０
円
は
、
近
助
タ
ク
シ
ー
を
利
用
で
き

な
い
地
区
の
方
や
福
祉
タ
ク
シ
ー
よ
り
も

交
通
料
金
が
安
く
利
便
性
も
高
く
、
公
平

性
が
保
た
れ
な
い
の
で
は
。

答
　
需
要
が
発
生
す
る
場
合
に
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
に
限
ら
ず
様
々
な
交
通
手
段

に
よ
る
利
便
性
向
上
を
検
討
す
る
。
料
金

に
つ
い
て
は
一
般
的
な
タ
ク
シ
ー
料
金
の

半
分
程
度
と
い
う
定
め
は
あ
る
。
公
共
交

通
の
体
系
に
つ
い
て
は
色
ん
な
声
を
聞
き

議
論
し
て
い
き
た
い
。

問
　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
６
地
区
と
は
。

答
　
上
合
月
、
平
成
、
松
ヶ
丘
、
兼
定

コロナ

幼児園コロナ

コロナコロナ

コロナ

議会より安全調査を依頼した東園

五領たまねぎ

コロナ
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■議案への賛否一覧　議席順に掲載（賛 賛成　反 反対　－欠席　□退席）※議長（奥野正司）は採決に加わりません

  松川 上田 中村 金元 滝波 齋藤 江守 伊藤 長岡 川崎 酒井和 酒井秀 朝井
 議案第38号 賛 反 賛 反 反 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛

報告第２号
令和元年度永平寺町財政健全化判断比率等の報告について 報告
承認第16号
令和２年度一般会計補正予算の専決処分の承認について 承認
承認第17号
損害賠償の額を定めることの専決処分の承認について 承認
諮問第２号
人権擁護委員候補者の推薦について 適任
諮問第３号
人権擁護委員候補者の推薦について 適任
議案第36号
令和元年度一般会計及び特別会計の決算認定について 付託
議案第37号
令和元年度上水道事業会計の余剰金処分及び決算認定について 付託
議案第47号
令和２年度一般会計補正予算について 可決
議案第48号
令和２年度農業集落排水事業特別会計補正予算について 可決
議案第38号
令和２年度一般会計補正予算について 可決
議案第39号
令和２年度下水道事業特別会計補正予算について 可決

第４回定例会議案

※反対または退席があった議案だけ載せています。したがって、その他議案等21件については全員賛成です。

議案第40号
令和２年度上水道事業会計補正予算について 可決
議案第41号
有償旅客自動車運送事業の実施及び運営に関する条例の制定について 可決
議案第42号
新型コロナウィルス感染症対策利子補給基金条例の制定について 可決
議案第43号　個人番号の利用及び特定個人情報の
提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第44号
手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第45号
町営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第46号
特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第49号
各小中学校教育用タブレットの取得について 可決
議案第50号
各小中学校タブレット保管用電源キャビネットの取得について 可決
陳情第２号
地方財政の充実・強化を求める意見書採択について 可決
発委第１号　新型コロナウィルス感染症の影響に伴う地方財政の
急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出について 可決

令
和
２
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

令
和
２
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
38
号

議
案
第
38
号

反
対
討
論
　
　
　
滝
波
登
喜
男

　
松
岡
東
幼
児
園
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事

設
計
委
託
に
つ
い
て
反
対
。
理
由
は

一
、
幼
児
園
は
地
域
の
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
え
ど
、

町
民
の
意
見
を
聞
く
大
事
な
過
程
を
な

い
が
し
ろ
に
し
て
は
い
け
な
い
。
二
、

東
幼
児
園
の
危
険
性
。
４
日
の
地
震
で

唯
一
被
害
が
あ
っ
た
築
40
年
の
園
舎
や

九
頭
竜
川
の
堤
防
が
切
れ
て
い
る
場
所

に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
酒
井
　
秀
和

　
補
正
予
算
に
つ
い
て
反
対
意
見
の
中

心
に
あ
る
幼
保
再
編
に
つ
い
て
は
慎
重

に
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
住
民
の
意

見
収
集
に
つ
い
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
や
保

護
者
説
明
会
、
園
長
先
生
の
現
場
の
声

も
含
め
十
分
に
果
た
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
松
岡
東
幼
児
園
は
今
回
地
震
の
影

響
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
後
を
見
据
え

早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
よ
っ
て

原
案
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
　
　
　
長
岡
千
惠
子

　
松
岡
東
幼
児
園
の
地
盤
調
査
と
擁
壁

の
強
度
は
こ
れ
か
ら
の
調
査
で
あ
り
、

結
果
が
出
て
い
な
い
。
先
日
の
地
震
で

遊
戯
室
の
天
井
が
外
れ
た
こ
と
で
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
劣
化
が
心
配
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
合
併
前
に
調
査
し
た
と
の
こ

と
、
す
で
に
10
年
以
上
経
過
。
再
調
査

が
必
要
。
こ
の
点
か
ら
、
大
改
修
の
詳

細
設
計
予
算
は
時
期
尚
早
と
考
え
反
対

す
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
川
崎
　
直
文

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
が
、
地
域
公

共
交
通
に
お
け
る
感
染
症
対
策
、
交
通

機
関
の
維
持
・
確
保
支
援
（
３
１
５

５
・
７
万
円
）
、
等
の
総
務
費
を
主

に
、
教
育
費
、
民
生
費
等
で
適
切
に
計

上
さ
れ
て
い
る
。

　
松
岡
東
幼
児
園
の
０
歳
児
受
入
、
長

期
保
全
計
画
に
よ
る
保
全
実
施
は
適
切

で
あ
り
、
園
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
実

施
設
計
の
業
務
委
託
料
（
３
９
６
万

円
）
が
計
上
さ
れ
た
。
早
期
に
着
手
す

べ
き
。

　
第
１
審
で
十
分
な
る
審
議
を
行
っ

た
。
適
切
で
あ
り
賛
成
。

反
対
討
論
　
　
　
上
田
　
　
誠

　
本
予
算
は
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
生
活
に

必
要
と
考
え
る
。
し
か
し
、
東
幼
保
の

設
計
は
①
町
の
方
向
決
定
・
住
民
同
意

な
し
に
全
体
の
幼
保
や
小
中
学
校
統
廃

合
に
繋
が
る
。
②
コ
ロ
ナ
禍
は
、
今
後

の
価
値
観
、
生
活
様
式
、
施
設
の
あ
り

方
が
変
わ
る
。
③
今
回
の
地
震
で
唯

一
、
天
井
の
崩
落
施
設
で
あ
り
十
分
な

安
全
確
認
が
先
。以
上
か
ら
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
酒
井
　
和
美

　
町
民
意
見
聴
取
不
足
と
い
う
意
見
に

つ
い
て
は
、
議
会
は
コ
ロ
ナ
下
で
も
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
な
ど
で
き
る
こ
と
は

あ
っ
た
。
行
政
は
保
護
者
説
明
会
を
実

施
し
、
そ
の
中
の
意
見
を
反
映
し
、
東

園
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
を
前
に
進
め

た
。
予
算
全
体
に
お
い
て
は
コ
ロ
ナ
対

策
が
し
っ
か
り
考
え
ら
れ
て
お
り
、
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
企
業
立
地
な
ど

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
先
も
見
据
え
て
い

る
。

反
対
討
論
　
　
　
金
元
　
直
栄

　
今
予
算
に
は
東
幼
児
園
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
工
事
の
設
計
費
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
松
岡
市
街
地
の
再
編
を
進

め
る
と
い
う
も
の
だ
。
松
岡
幼
稚
園
の

擁
壁
が
危
な
い
か
ら
と
一
気
に
進
め
ら

れ
た
が
、
当
面
安
全
と
の
結
論
だ
。

じ
っ
く
り
論
議
が
必
要
だ
。
第
２
に
、

計
画
園
の
定
数
合
計
が
地
区
内
の
子
ど

も
の
数
に
達
し
て
い
な
い
計
画
と
な
っ

て
い
る
こ
と
。
第
３
は
、
温
泉
な
ど
大

人
の
声
に
は
金
を
か
け
て
い
る
。
金
が

な
い
と
は
言
わ
せ
な
い
。

　
よ
っ
て
今
予
算
案
に
は
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
江
守
　
　
勲

　
こ
の
補
正
予
算
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

直
結
す
る
予
算
で
あ
り
、
第
１
審
議
に

お
い
て
し
っ
か
り
確
認
し
た
。
幼
児

園
・
幼
稚
園
施
設
再
編
と
民
営
化
に
伴

う
予
算
に
つ
い
て
も
、
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
や
説
明
会
で
ニ
ー
ズ
確
認
し
、

議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
計
画
の
修
正

を
し
て
予
算
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

の
予
算
に
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
中
村
勘
太
郎

　
松
岡
小
学
校
区
の
幼
保
の
再
編
に
つ

い
て
は
、
老
朽
化
が
著
し
い
園
施
設
を

再
編
し
、
幼
児
お
よ
び
保
護
者
の
不
安

を
な
く
す
こ
と
が
大
事
だ
。
今
議
会
に

お
い
て
も
行
政
の
方
向
性
を
確
認
し
て

い
る
。
安
全
で
健
や
か
な
子
ど
も
達
の

成
長
を
目
指
す
、
平
等
な
幼
児
教
育
環

境
を
早
く
充
実
さ
せ
る
た
め
に
も
、
こ

の
予
算
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
、
賛
成
の

意
見
と
す
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
伊
藤
　
博
夫

　
松
岡
校
区
の
再
編
計
画
は
、
松
岡
木

ノ
下
地
係
の
町
有
地
に
認
可
子
ど
も
園

を
開
設
す
る
こ
と
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

表
に
よ
り
、
今
年
の
４
月
10
日
に
説
明

が
あ
り
、
そ
の
後
こ
れ
ま
で
何
回
も
審

議
し
て
お
り
ま
す
、
ま
た
、
松
岡
東
幼

児
園
に
、
０
歳
児
の
受
け
入
れ
は
、
特

に
保
護
者
や
松
岡
校
区
の
町
民
の
要
望

が
あ
る
と
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
際
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
の
設
計
業
務
予
算
に

追
加
し
、
反
対
は
あ
る
も
の
の
多
数
の

議
員
が
了
承
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
賛

成
討
論
と
す
る
。

委員長　滝波登喜男幼・保再編検討特別委員会報告幼・保再編検討特別委員会報告

■松岡東幼児園リフレッシュ工事について
　・１年前倒しで整備する理由
　・定員を増やす根拠
　・リフレッシュ工事の内容

■民営化について
　・保育サービスは公立と変わらないのか
　・保育士の待遇は
　・保育支援サービスの取り扱いと保護者負担
　・一人当たりの基準面積
　・新園の建物の構造と面積

　当委員会は８月25日、９月１日の２日間開催した。協議事項は次のとおり。

議員間で協議の結果、次の２点を行政に要望した。
　①　東幼児園は河岸段丘の上に建設されていることから、災害時の危険性がないか十分な調査をし、
　　その結果の提出を求める。※９月追加補正予算安全地質調査費399万円（Ｐ4）は、委員会要望予算
　②　民間園の保育士の待遇が心配されるため、業者募集要項および他市町の募集要項の提出を求める。

議会ＩＴ化
プロジェクト
チーム
活動報告

議会ＩＴ化
プロジェクト
チーム
活動報告

８月７日IT化プロジェク
トチームを開催し、右記
の内容を協議した。

（１）
議会テレビ放送日程の
改善について、９月議
会から実施するには。

（２）
議会中継のYoutube
動画配信実施に向け
ての必要な作業・費用
の確認。

（３）
議会タブレットのＧＩＧ
Ａスクール事業の影
響による納期遅れに
ついて。

（４）
議員活動の広報のた
め投稿が停滞してい
るFacebookをさらに
活用するためには。

①各委員会で担当を
　決めFacebook投
　稿にて委員会開催
　報告を行う。
②他市町村を参考に、
　Facebook運用
　ルールを策定し、議
　会ホームページに
　掲載する。
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一般質問

10

常 任 委 員 会 報 告

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
　
　
　委
員
長

　酒
井

　秀
和

　
９
月
14
日
に
開
催
し
、
次
の
内
容
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

①
年
間
テ
ー
マ
に
つ
い
て

　
・
議
会
と
防
災
対
応

　
・
地
元
商
店
（
街
）
の
活
性
化

　
右
記
２
件
を
年
間
テ
ー
マ
に
設
定
し
、
視
察
・
研
究
及
び
関
係
団
体
と
の

意
見
交
換
に
よ
り
委
員
会
の
方
向
性
を
議
会
に
示
す
こ
と
を
確
認
し
た

【
主
な
意
見
】

　
議
会
と
防
災
対
応
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
の
動
向
や
対
策
を
見
て
議
員
間
で

共
有
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
吉
野
・
坂
上
地
区
で
の
訓
練
内
容
を
見
学
す

る
。
更
新
中
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
・
比
較
し
、
町
内
避
難
所
が
安
全

か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
事
務
事
業
検
証
に
つ
い
て

　
・
空
き
家
対
策
関
連
事
業

　
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
事
業

　
右
記
２
件
を
事
務
事
業
検
証
項
目

に
設
定
し
、
11
月
に
委
員
会
提
言
を

ま
と
め
る
こ
と
を
確
認
し
た

③
そ
の
他
協
議
内
容

　
・
視
察
や
研
修
に
つ
い
て
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
鑑

み
、
県
内
お
よ
び
町
内
で
検
討
す
る

こ
と
を
確
認
し
た

　
９
月
定
例
会
中
の
９
月
14
日
に
開
か
れ
た
当
委
員
会
は
事
前
に
各
課
に
示
し
て
お
い
た

質
問
へ
の
回
答
か
ら
始
ま
っ
た
。

①
事
前
質
問
項
目

　イ
．
国
保
税
・
介
護
保
険
料
等
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
減
免
と
住
民
へ
の
周
知
と
対
応
の
検

　
　
　
証
。

　ロ
．
町
立
在
宅
訪
問
診
療
所
の
現
状
と
、
３
年
後
予
定
の
訪
問
看
護
体
制
の
見
直
し
な

　
　
　
ど
。

　ハ
．
幼
保
の
民
営
化
に
つ
い
て
、
そ
の
や
り
方
、
運
営
等
の
研
究
は
。

　ニ
．
ゴ
ミ
の
分
別
回
収
と
生
ゴ
ミ
処
理
（
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
）
の
現
状
。

②
コ
ロ
ナ
対
策

　
各
課
の
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
施
策
の
内
容
や
取
り
組
み
の
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
が

さ
れ
た
。
な
お
、
事
前
の
質
問
で
示
し
て
あ
っ
た
案
件
で
４
月
28
日
以
降
に
生
ま
れ
た
新

生
児
に
対
し
て
、
一
人
当
た
り
５
万
円
の
支
給
も
決
ま
っ
た
。

③
年
間
研
究
テ
ー
マ

　
本
常
任
委
員
会
の
年
間
研
究
テ
ー
マ
は
子
ど
も
に
と
っ
て

望
ま
し
い
教
育
（
学
校
）
の
在
り
方
。
コ
ロ
ナ
対
策
と
住
民

生
活
。
実
態
を
つ
か
み
た
い…

と
の

確
認
を
行
っ
た
。

④
事
務
事
業
検
証

　
事
務
事
業
検
証
で
は
、
①
町
立
診

療
所
と
町
民
の
健
康
づ
く
り
。
②
ご

み
の
減
量
化
と
生
ゴ
ミ
処
理
。
③
埋

蔵
文
化
財
と
人
の
確
保
。
当
面
の
取

り
組
み
と
実
態
調
査
に
つ
い
て
は
、

次
の
常
任
委
員
会
ま
で
に
状
況
を
つ

か
も
う
と
の
確
認
を
行
っ
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
検
証
と

　
　
　
　
　

 

テ
ー
マ
・
事
務
事
業
の
確
認

教
育
民
生
常
任
委
員
会
　
　
　委
員
長

　金
元

　直
栄

事
務
事
業
検
証
を
11
月
に
ま
と
め

　
　
　
　
　
　
　行
政
に
提
言
す
る

は
な
に
か
。

総
合
政
策
課
長　

第
２
次

総
合
振
興
計
画
で
永
平
寺

町
の
活
性
化
策
の
一
つ
と

し
て
計
画
し
た
も
の
。　

行
政
機
能
を
補
完
す
る
第

２
の
公
共
と
も
位
置
づ
け

ら
れ
る
も
の
。

問　
取
り
組
ん
で
い
る

今
、
行
っ
て
い
る
事
業
を

挙
げ
る
と
、
そ
れ
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

総
合
政
策
課
長　

「
禅
の

里
笑み
ら
い来

」
の
運
営
、
永
平
寺

参
ロ
ー
ド
の
自
動
走
行
、
Ｉ

ｏ
Ｔ
推
進
ラ
ボ
、
等
々
。

問　
こ
れ
か
ら
新
た
に
取

り
組
も
う
と
し
て
い
る
新

規
の
事
業
は
。

総
合
政
策
課
長　

地
域
新

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
創
出
推
進
事
業
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運

用
、
そ
し
て
新
し
い
農
業
活

性
化
に
向
け
た
、
食
の
永
平

寺
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

問　
も
し
も
本
町
に
お
い

て
拡
大
し
た
場
合
の
感
染

予
防
対
策
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

県
の
対
策
本

部
の
指
導
の
下
、
情
報
を

取
集
し
適
切
に
、
対
応
を

し
て
い
き
た
い
。
そ
し

て
、
町
民
の
皆
様
が
「
新

し
い
生
活
様
式
」
「
県
民

行
動
指
針
」
を
実
践
し

て
、
感
染
予
防
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

◆
ま
ち
づ
く
り
会
社
に
つ

　
い
て

問　
設
立
の
趣
旨
、
大
き

な
目
的
は
、
何
で
あ
っ
た

の
か
。
町
と
し
て
は
ど
の

よ
う
に
か
か
わ
り
を
持
っ

て
い
く
の
か
、
町
の
立
場

で
の
規
格
外
野
菜
の
販
路
拡

大
等
。

意
見　
株
式
会
社
と
し

て
の
ま
ち
づ
く
り
会
社

は
、
企
業
性
と
と
も
に
、

行
政
が
出
資
す
る
第
三
セ

ク
タ
ー
と
し
て
の
公
益
性

を
併
せ
持
つ
も
の
。
広
く

町
民
を
巻
き
込
む
と
い
う

意
味
で
、
ま
ち
づ
く
り
あ

る
い
は
収
益
事
業
に
よ
る

利
益
は
、
株
主
に
還
元
す

る
と
い
う
よ
り
も
、
地
域

に
還
元
さ
れ
る
こ
と
の
重

要
性
を
理
解
し
、
運
営
し

て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
な

こ
と
だ
と
思
う
。

齋 藤  則 男 議員

問答

現
在
の
感
染
拡
大
予
防
対
策
を
継
続

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
は

永平寺町役場

一般質問一般質問

９月
定例会
９月
定例会

齋藤　則男 … 11Ｐ 伊藤　博夫 … 12Ｐ 江守　　勲 … 12Ｐ

朝井征一郎 … 13Ｐ 酒井　秀和 … 13Ｐ 川崎　直文 … 14Ｐ

松川　正樹 … 14Ｐ 長岡千惠子 … 15Ｐ 金元　直栄 … 15Ｐ

滝波登喜男 … 16Ｐ 酒井　和美 … 16Ｐ 上田　　誠 … 17Ｐ

12名の議員が町政全般について、一般質問を行いました。
一般質問は議事録に基づき質問議員本人がまとめています。

一
般
質
問

　目
次
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一般質問 一般質問

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の

対
応
は
。

答　

感
染
防
止
対
策
と

経
済
活
動
を
両
立
さ
せ

る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

消
防
団
員
、
消
防

職
員
の
準
中
型
免
許
証

の
所
得
時
の
公
費
の
助

成
制
度
は
ど
う
か
。

答　

県
下
の
状
況
を
踏

ま
え
、
検
討
す
る
。

問　
議
会
と
の
審
議
内
容

や
保
護
者
の
意
見
を
ま
と

め
説
明
会
・
報
告
会
を
開

催
、
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
媒

体
を
使
い
町
民
に
広
報
し

て
い
る
が
、
町
長
は
今
ど

の
様
な
気
持
ち
か
。

町
長　

議
員
の
時
か
ら
取

り
上
げ
て
来
て
お
り
、
２

年
前
に
は
検
討
委
員
会
が

で
き
、
６
回
開
催
さ
れ
住

民
、
保
護
者
、
議
員
の
皆

さ
ん
の
声
を
聴
き
、
今
回

の
方
針
を
出
し
た
。

問　
平
成
28
年
度
に
策
定

し
た
幼
児
園
施
設
等
の
長

期
保
全
計
画
・
再
生
計
画

は
。

子
育
て
支
援
課
長　

こ
の

計
画
に
よ
り
方
針
を
立

て
、
突
発
事
故
に
お
い
て

は
そ
の
都
度
対
応
し
、
東

幼
児
園
の
保
全
工
事
は
計

画
的
に
行
い
、
よ
り
良
い

保
育
・
教
育
環
境
に
つ
な

問　
プ
ラ
ご
み
の
削
減
と

環
境
利
用
に
向
け
た
施
策

を
検
討
、
経
済
産
業
省
、

環
境
省
で
の
基
本
方
針
で

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の

回
収
方
法
の
見
直
し
を
検

討
し
て
い
る
。
町
の
基
本

方
針
は
ど
う
か
。

住
民
生
活
課
長　

プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
資
源
循
環
戦
略
と

い
う
の
を
策
定
さ
れ
て
い

る
。

　

今
後
、
資
源
ご
み
と

し
て
令
和
４
年

度
以
降
に
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
を
一
括
回
収

出
来
る
様
に
整

備
を
進
め
て
い

く
。

問　
７
月
か
ら

レ
ジ
袋
、
有
料

化
が
ス
タ
ー
ト

す
る
な
ど
、
紙

や
リ
サ
イ
ク
ル

が
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
令
和
２
年
４
月
10
日

に
松
岡
校
区
の
再
編
計
画

に
つ
い
て
、
経
緯
や
議
会

と
の
了
承
事
項
、
松
岡
木

ノ
下
地
係
の
町
有
地
に
認

可
子
ど
も
園
を
開
設
し
、

施
設
整
備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
説
明
が
あ
っ
た
が
。

子
育
て
支
援
課
長　

４
月

10
日
に
は
町
の
方
針
と
認

定
こ
ど
も
園
（
民
営
化
）

の
施
設
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
（
案
）
を
説
明
、
そ
の

後
説
明
に
対
す
る
補
足
説

明
を
４
月
17
日
・
５
月
26

日
に
行
っ
て
お
り
、
保
護

者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、

説
明
会
を
開
催
し
て
い

る
。 

問　
全
国
で
は
、
私
立

が
大
き
く
上
回
っ
て
い
る

が
、
全
国
・
県
内
の
割
合

は
。

子
育
て
支
援
課
長　

全
国

素
材
へ
転
換
を
進
め
て
い

く
中
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資

源
ご
み
一
括
回
収
で
の
現

状
で
文
具
、
お
も
ち
ゃ
な

ど
は
可
燃
ご
み
と
し
て
焼

却
し
、
不
燃
ご
み
と
し
て

埋
め
ら
れ
て
お
り
、
プ
ラ

容
器
包
装
製
品
は
リ
サ
イ

ク
ル
に
分
け
ら
れ
、
今
後

新
設
さ
れ
る
基
本
方
針
で

は
、
洗
剤
ボ
ト
ル
、
弁
当

容
器
包
装
な
ど
を
新
設
さ

れ
る
事
と
な
り
、
プ
ラ
ス

の
公
立
園
は
46
％
・
私
立

園
54
％
で
、
県
全
体
の
状

況
は
、
公
立
園
19
％
・
私

立
園
81
％
。

問　
８
月
18
日
松
岡
東

幼
稚
園
・
幼
児
園
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
工
事
の
工
程
表

（
案
）
に
よ
れ
ば
、
令
和

４
年
４
月
開
園
と
１
年
早

く
繰
り
上
げ
し
た
の
は
。

町
長　

松
岡
地
区
の
小
学

校
区
で
は
０
歳
児
で
入
園

す
る
と
友
達
が
出
来
、
卒

園
ま
で
い
る
園
児
が
多

く
、
受
け
入
れ
園
の
増
に

よ
り
、
こ
の
際
解
消
し
た

い
。

子
育
て
支
援
課
長　

７
・

８
月
の
保
護
者
説
明
会
に

お
い
て
、
０
歳
児
の
受
け

入
れ
が
増
と
な
る
こ
と
や

兄
弟
が
同
じ
園
に
送
迎
で

き
る
等
、
便
利
に
な
り
早

急
に
お
願
い
し
た
い
と
の

こ
と
。

チ
ッ
ク
資
源
と
し
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
る
。
町
で
は
こ

の
基
本
方
針
を
ど
の
様
に

考
え
、
ど
の
様
な
施
策
で

い
か
れ
る
の
か
。

住
民
生
活
課
長　

資
源
循

環
施
策
に
基
づ
く
今
後
の

具
体
策
な
ど
を
検
討
し

て
、
来
年
度
の
環
境
省
、

経
済
産
業
省
に
よ
る
有
識

者
会
議
に
お
い
て
、
資
源

ご
み
と
し
て
一
活
回
収
、

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
方
針

で
、
環
境
を
守
る
と
い
う

点
で
、
町
と
し
て
も
し
っ

か
り
と
歩
調
を
合
わ
せ
て

対
応
し
、
出
来
る
体
制
を

取
っ
て
い
く
。

問

松
岡
校
区
の
幼
稚
園・幼
児
園
の
再
編
は

答

３
園
体
制
と
し

　
　
　
１
園
は
認
定
子
ど
も
園
と
す
る

伊 藤  博 夫 議員

問

幼
保
再
編
は
、
今
決
め
る
べ
き

答

一
歩
進
め
る
た
め
９
月
議
会
で
予
算
化

江 守 　  勲 議員

問

家
庭
内
感
染
拡
大
防
止
策
の
周
知
を

答

今
後
広
報
誌
等
を
通
じ
て
周
知
し
た
い

酒 井  秀 和 議員

問　
平
成
30
年
９
月
に

幼
児
園
・
幼
稚
園
施
設
再

編
検
討
委
員
会
を
設
置
。

議
会
代
表
２
名
が
検
討
委

員
会
に
入
っ
た
。
議
会
意

見
と
し
て
地
域
性
に
つ
い

て
追
加
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、

現
場
の
声
も
必
要
と
園
長

の
参
加
を
提
案
。
ま
た
、

議
会
と
19
回
の
協
議
を
重

ね
、
更
に
議
会
か
ら
の
追

加
意
見
と
し
て
、
松
岡
木

ノ
下
区
に
建
設
予
定
の
民

間
園
の
定
数
１
５
０
名
は

多
す
ぎ
る
の
で
１
２
０
名

に
減
ら
し
、
松
岡
地
区
の

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
、
松

岡
小
学
校
区
の
保
護
者
説

明
会
、
住
民
説
明
会
を
実

施
。
こ
れ
ま
で
の
協
議
や

説
明
を
聞
い
て
個
人
的
に

は
、
保
護
者
や
住
民
の
理

解
は
進
ん
で
い
る
と
思
う

が
、
行
政
は
ど
う
捉
え
て

い
る
の
か
。

問　
８
月
27
日
に
県
内

の
昼
カ
ラ
実
施
店
舗
で

ク
ラ
ス
タ
ー
が
確
認
さ
れ

た
こ
と
か
ら
県
は
福
井
県

感
染
拡
大
警
報
を
発
令
し

た
。
そ
の
後
国
内
お
よ
び

県
内
で
は
水
害
や
地
震
が

発
生
し
、
防
災
や
避
難
所

運
営
の
面
で
緊
迫
し
た
状

況
が
続
い
た
。
今
後
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が

懸
念
さ
れ
る
中
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
考

慮
し
た
災
害
時
の
避
難
所

運
営
で
は
家
庭
内
避
難
も

必
要
に
な
る
。
そ
れ
ら
を

鑑
み
、
国
内
お
よ
び
県
内

で
感
染
拡
大
経
路
と
し
て

割
合
が
高
い
「
家
庭
内
感

染
」
に
つ
い
て
現
状
と
今

後
の
方
向
性
を
確
認
し
、

住
民
へ
の
周
知
を
促
し

た
。

　

家
庭
内
感
染
リ
ス
ク
低

減
に
つ
い
て
住
民
へ
の
周

子
育
て
支
援
課
長　

平
成

30
年
10
月
の
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
幼
児
園
・

幼
稚
園
施
設
再
編
の
必

要
性
や
私
立
園
の
内
容
な

ど
詳
細
な
説
明
が
無
か
っ

た
た
め
「
再
編
は
不
安
」

「
検
討
す
べ
き
で
な
い
」

や
、
民
営
化
に
つ
い
て
も

「
公
立
が
よ
い
」
「
民
営

化
を
検
討
す
べ
き
」
な
ど

の
意
見
を
踏
ま
え
、
検
討

委
員
会
で
協
議
を
重
ね
答

申
を
受
け
、
行
政
案
を
示

し
た
。
ま
た
、
議
会
の
追

知
は
行
っ
た
か
。

総
務
課
長　

県
か
ら
の
通

達
な
ど
も
な
い
た
め
お
知

ら
せ
し
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。

問　
周
知
方
法
と
し
て
広

報
誌
で
は
伝
わ
り
に
く
い

た
め
可
視
化
で
き
る
よ
う

え
い
ぼ
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
な

ど
も
活
用
し
た
周
知
を
検

討
し
て
も
ら
い
た
い

が
。

総
務
課
長　

コ
ロ
ナ

に
関
す
る
放
送
に
つ

い
て
は
８
月
に
え
い

ぼ
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

手
洗
い
の
方
法
や
マ

ス
ク
の
付
け
方
、
３

密
の
回
避
な
ど
実
施

し
て
い
る
。
今
後
も

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
な
ど
を
通
じ
て
様
々

な
媒
体
で
広
報
活
動
を
進

め
た
い
。

加
意
見
が
あ
り
今
年
６
～

８
月
に
松
岡
地
区
の
保
護

者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
保
護
者

説
明
会
、
住
民
説
明
会
を

実
施
、
広
報
で
も
情
報
発

信
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
や

保
護
者
説
明
会
の
意
見
で

は
前
向
き
な
質
問
が
多

く
、
再
編
や
私
立
園
の
整

備
に
保
護
者
の
理
解
は
進

ん
で
い
る
と
感
じ
る
。

町
長　

答
申
を
受
け
再

編
案
を
示
し
、
議
会
と

協
議
を
重
ね
て
来
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
や
説
明
会
を
通

し
て
、
先
に
進
め
て
欲
し

い
と
い
う
意
見
が
多
く
あ

り
、
一
歩
進
め
る
た
め
９

月
議
会
で
予
算
化
し
た
。

町
長　

媒
体
を
通
じ
て
啓

発
す
る
こ
と
で
住
民
同
士

が
話
し
合
い
広
ま
っ
て
い

く
、
そ
れ
を
町
が
サ
ポ

ー
ト
す
る
こ
と
が
大
事
に

な
る
。
今
後
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に

つ
い
て
も
踏
ま
え
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

問

ご
み
一
括
回
収
、
削
減
に
つ
い
て

答

資
源
ご
み
と
し
て

　
　一
括
回
収
を
す
る
よ
う
整
備
す
る

朝井征一郎議員

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

永
平
寺
町
観
光
ガ

イ
ド
Ｈ
Ｐ
の
進
捗
は
。

答　

１
年
間
維
持
管
理

し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

図
る
。

新園建設予定町有地（松岡木ノ下地係）

京都市環境美化資料

家庭内感染リスクを下げる自宅の「区分け」対策
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一般質問 一般質問

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

学
校
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
の
開
催
が
遅

れ
て
い
る
が
。

答　

１
回
目
の
委
員
会

の
意
見
の
総
括
は
、
委

員
長
が
２
回
目
の
時
に

発
表
す
る
。

問　

幼
児
園
の
施
設
再

編
。
保
護
者
の
自
由
意

見
か
ら
①
民
営
化
の
是

非
論
を
深
掘
り
②
保
育

士
の
待
遇
改
善
は
。

答　

正
職
員
率
は
70
％

ま
で
上
が
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

コ
ロ
ナ
対
策
で
奨

学
金
制
度
の
新
設
を
。

答　

国
の
奨
学
金
制
度

の
規
制
緩
和
で
対
応
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

第
４
次
行
財
政
改

革
大
綱
の
策
定
は
。

答　

今
年
度
末
に
大
綱

及
び
実
施
計
画
併
せ
て

公
表
す
る
。

問　
平
成
22
年
３
月
に
策

定
さ
れ
た
永
平
寺
町
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

改
定
の
進
捗
状
況
は
。

建
設
課
長　

策
定
委
員
会

を
４
回
、
地
区
別
ま
ち
づ

く
り
構
想
の
意
見
交
換
会

を
７
地
区
で
２
回
開
催
し

た
。

　

各
施
策
の
取
組
実
績
の

整
理
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
基
に
都
市
づ
く

り
の
主
要
課
題
の
整
理
を

行
っ
た
。

　

策
定
委
員
会
に
お
い
て

将
来
の
都
市
づ
く
り
の
目

標
、
土
地
利
用
の
方
針
、

交
通
体
系
や
公
園
緑
地
の

整
備
方
針
、
安
全
、
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
に

優
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
方

針
な
ど
を
審
議
し
た
。

　

当
初
、
令
和
元
年
度
末

の
改
定
を
目
標
と
し
て
い

た
。
昨
年
12
月
の
第
４

問　
松
岡
小
学
校
区
の

幼
児
園
が
３
園
体
制
に
な

る
。
東
幼
児
園
で
は
場
所

的
に
問
題
で
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

地
理

的
に
３
園
が
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
配
置
と
な
り
、
全

く
問
題
は
な
い
。

問　
子
ど
も
の
人
数
は
、

西
の
方
に
集
中
。
木
ノ
下

に
新
設
の
幼
児
園
は
私
立

を
計
画
。
町
は
選
択
の
幅

が
広
が
る
と
説
明
し
て
い

る
が
、
無
理
や
り
希
望
と

異
な
る
幼
児
園
で
の
入
園

許
可
と
な
る
こ
と
も
あ
る

の
で
は
。

町
長　

松
岡
エ
リ
ア
全
体

の
視
点
か
ら
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

問　
子
ど
も
の
人
数
が
多

い
の
も
子
ど
も
が
増
え
て

く
る
可
能
性
が
あ
る
の
も

西
エ
リ
ア
。
子
ど
も
の
数

の
多
い
ほ
う
に
目
が
向
く

回
策
定
委
員
会
で
地

区
別
意
見
交
換
会
を

急
遽
２
回
開
催
す
る

こ
と
と
な
り
、
改
定

を
翌
年
度
に
繰
越
し

た
。

問　
年
内
に
見
直
さ
れ
る

永
平
寺
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
と

の
整
合
性
は
。

建
設
課
長　

ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
が
先
に
改
定
さ
れ
る
。

素
案
が
で
き
る
前
か
ら
関

係
課
と
連
携
、
協
議
し
、

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
反
映

す
る
。

問　
今
後
の
改
定
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

建
設
課
長　

地
区
別
ま
ち

づ
く
り
構
想
、
実
現
化
の

方
策
を
取
り
ま
と
め
、
第

５
回
策
定
委
員
会
を
11

月
頃
に
開
催
。
最
終
確
認

と
し
て
、
県
の
都
市
計
画

の
は
必
然
。
幼
児
園
か
ら

あ
ふ
れ
る
の
は
西
エ
リ
ア

の
子
ど
も
た
ち
。
小
学
校

区
全
体
か
ら
視
て
も
東
幼

児
園
存
続
は
問
題
で
は
。

町
長　

東
幼
児
園
で
０
歳

児
保
育
を
開
始
す
れ
ば
小

学
校
区
内
の
幼
児
園
に
入

園
で
き
な
か
っ
た
園
児
が

校
区
内
の
園
に
入
園
で
き

る
。

問　
松
岡
小
学
校
区
内
の

子
ど
も
た
ち
が
、
小
学
校

区
下
に
あ
る
幼
児
園
に
全

員
入
園
す
る
こ
と
は
第
一

前
提
。
東
幼
児
園
は
す
で

に
築
42
年
が
経
過
。
先
日

の
地
震
で
遊
戯
室
の
天
井

が
は
ず
れ
た
。
天
井
が
吊

課
と
協
議
を
行
い
、
そ
の

後
、
第
６
回
策
定
委
員
会

を
予
定
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
年
度
内
に
改
定

す
る
。

ら
れ
て
い
る
金
具
だ
け
で

な
く
建
物
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
含
め
た
建
物
そ
の
も

の
が
老
朽
化
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

最
低

で
も
20
年
は
も
つ
よ
う
な

長
期
保
全
計
画
を
計
画
し

て
改
修
す
る
。

問　
西
幼
児
園
を
存
続
す

れ
ば
、
３
園
が
近
く
に
な

り
、
ど
の
園
へ
入
園
し
て

も
条
件
が
同
じ
に
な
る
の

で
、
保
護
者
の
理
解
が
得

や
す
い
の
で
は
。

町
長　

西
エ
リ
ア
の
た
め

に
東
の
皆
さ
ん
に
犠
牲
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う

の
は
乱
暴
。
バ
ラ
ン
ス
よ

く
配
置
す
る
の
が
良
い
。

問　
８
月
に
某
大
手
出

版
社
の
週
刊
誌
に
、
我

が
町
が
上
位
ラ
ン
キ
ン
グ

に
入
っ
た
。
全
国
で
も
７

位
。
点
数
は
58
点
。
８
項

目
の
視
点
か
ら
10
段
階
評

価
し
て
い
る
。
10
点
満
点

の
カ
ル
チ
ャ
ー
と
医
療
部

門
は
二
つ
の
大
学
の
お
か

げ
。
さ
ら
に
町
は
大
学
の

力
を
利
活
用
す
べ
き
と
な

る
。 

子
育
て
も
９
点
と

高
か
っ
た
。
計
算
根
拠
は

最
寄
り
の
保
育
所
ま
で
の

距
離
が
５
０
０
米
未
満
の

住
宅
数
÷
人
口
。
や
は
り

近
く
に
幼
児
園
が
あ
る
こ

と
は
評
価
さ
れ
る
。
治
安

も
９
点
。
住
宅
は
広
い
家

に
住
め
る
か
ど
う
か
で
８

点
。
将
来
性
は
２
０
４
０

年
の
将
来
人
口
÷
今
の
人

口
で
、
６
点
と
微
妙
だ

が
、
潜
在
力
は
顕
在
と
見

え
る
。
買
い
物
の
利
便
性

問　
本
町
の
人
口
減
少
が

止
ま
ら
な
い
。報
道
で
も

減
少
率
は
県
平
均
よ
り
も

悪
い
。現
在
本
町
で
人
口

が
増
え
て
い
る
の
は
清
流

地
区
だ
け
。

総
合
政
策
課
長　

Ｈ
18
年

か
ら
県
内
６
番
目
の
減
少

で
、
町
が
総
合
戦
略
に
取

り
組
む
こ
と
で
抑
え
ら
れ

て
い
る
。

町
長　

日
本
全
体
が
人
口

減
の
中
に
あ
る
が
、
本
町

は
一
時
よ
り
も
歯
止
め
が

か
か
っ
て
お
り
、
次
何
を

す
る
べ
き
か
も
わ
か
っ
て

き
た
。

問　
宅
地
造
成
な
ど
人

口
増
対
策
は
、独
自
に
持

続
的
な
取
り
組
み
が
必
要

で
、取
り
組
ま
な
け
れ
ば

人
口
は
減
り
続
け
る
。町

長
の
下
で
は
宅
地
開
発
は

行
わ
れ
て
い
な
い
。

町
長　

交
流
人
口
増
が
す

が
３
点
と
足
を
引
っ
張
っ

た
。
ラ
ッ
キ
ー
の
閉
店
が

響
い
た
。
視
点
を
少
し
違

え
る
と
、
こ
う
も
言
え
る

と
い
う
結
果
に
素
直
に
喜

び
、
盛
り
上
が
れ
ば
い
い

と
思
う
。

　

東
京
脱
出
は
始
ま
っ
て

い
る
。
永
平
寺
町
も
積
極

対
策
を
。

町
長　

既
に
県
大
と
の
連

携
は
多
角
化
し
て
い
る
。

進
士
学
長
に
も
ご
登
場
願

う
。
医
学
部
で
も
包
括
的

連
携
協
定
や
、
町
立
診
療

所
の
こ
と
、
防
災
で
も
連

携
、
地
元
の
大
学
と
の
連

ぐ
に
人
口
増
に
つ
な
が
る

も
の
で
は
な
い
。
自
動
運

転
や
観
光
・
企
業
の
努
力

で
の
交
流
人
口
増
が
狙
い

で
も
あ
り
、
他
の
施
策
と

併
せ
て
進
め
る
。

◆
災
害
時
の
在
宅
避
難
と

　
住
民
へ
の
支
援

問　
今
、九
州
豪
雨
で
は

コ
ロ
ナ
禍
で
避
難
所
へ
入

れ
な
い
人
が
続
出
。公
の

避
難
所
に
入
れ
ず
、自
宅

や
友
人
、親
戚
、車
中
等
で

の
避
難
者
の
安
否
確
認
と

食
糧
等
の
生
活
物
資
の
届

け
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

た
が
。

総
務
課
長　

近
年
、
災
害

そ
の
も
の
が
激
甚
化
し
て

い
る
。
住
民
の
実
態
調
査

と
声
か
け
は
２
年
前
の
豪

雪
の
教
訓
も
あ
る
。
避
難

所
に
入
れ
な
い
人
々
へ
も

支
援
物
資
の
配
給
場
所
を

示
し
て
い
く
。

◆
町
長
の
議
案
の
提
案
と

　
進
め
方

問　
町
長
の
町
政
運
営
が

幼
・
保
の
再
編
や
統
廃
合

の
進
め
方
に
端
的
に
現
れ

て
い
る
。何
人
か
の
議
員

か
ら
、時
間
を
取
っ
て
議
論

す
べ
き
と
の
提
案
は
受
け

入
れ
る
べ
き
だ
。幼
・
保
や

学
校
の
統
廃
合
は
、地
域

の
存
続
や
消
滅
に
も
関
わ

る
こ
と
で
あ
り
、多
数
を

背
景
に 

進
め
る
の
は
問
題

だ
。

町
長　

幼
児
園
に
つ
い
て

は
、
Ｈ
27
年
３
月
に
進
め

る
方
向
を
示
し
Ｈ
28
年
度

の
当
初
予
算
で
諮
問
す
る

旨
を
伝
え
て
き
た
。
そ
の

都
度
、
全
員
協
議
会
で
話

し
、
議
会
か
ら
の
提
案
も

聞
い
て
き
た
。
誠
心
誠
意

説
明
を
し
て
き
て
い
る
。

川 崎  直 文 議員

問

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
は

答

今
年
度
内
に
改
定
す
る

改定される永平寺町都市
計画マスタープランとプ
ランにある地区別まちづ
くり構想図（上図）

松 川  正 樹 議員

問

永
平
寺
町
が

「
コ
ロ
ナ
時
代
の
移
住
先
ラ
ン
キ
ン
グ
」上
位

答

東
京
脱
出
に
地
方
が
受
け
皿
に
な
り
え
る

長岡千惠子議員

問

松
岡
東
幼
児
園
存
続
の
課
題
解
決
は

答

バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置

松岡小学校区の
幼児園の配置

金 元  直 栄 議員

問

本
気
で
町
の
人
口
増
対
策
を

答

交
流
人
口
増
と
他
の
施
策
を
併
せ
る

携
は
深
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
人
口
の
流

出
を
地
方
が
受
け
皿
に
な

れ
る
。

広報誌9ページに
詳しく紹介されました
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一般質問 一般質問

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

コ
ロ
ナ
下
の
学
生

支
援
と
し
て
以
前
の
学

生
相
談
所
の
よ
う
な
労

働
と
交
流
の
場
の
提
供

は
。

答　

学
生
支
援
は
大
学

と
連
携
。
国
勢
調
査
の

調
査
員
募
集
な
ど
町
か

ら
情
報
提
供
行
っ
て
い

る
。
生
活
必
需
品
の
支

援
も
行
う
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
授
業
の

ス
ピ
ー
ド
が
速
く
詰
め
込

み
に
な
り
、
子
ど
も
が
不

安
を
感
じ
て
い
な
い
か
。

教
育
長　

夏
休
み
前
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
９
割
以
上
の
子
が
学

校
は
楽
し
い
と
答
え
て

い
る
。
行
事
の
削
減
や
夏

休
み
を
短
縮
し
、
通
常
の

授
業
時
間
を
確
保
し
た
。

詰
め
込
み
に
な
ら
な
い
よ

う
、
短
時
間
の
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
使
っ
て
楽
し
い
授
業
を

実
施
し
て
い
る
。

問　
夏
休
み
の
短
縮
や
行

事
の
中
止
で
、
疲
れ
て
集

中
出
来
な
い
子
や
、
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
る
子
の
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
や

心
の
整
理
箱
を
設
置
し
な

が
ら
、
心
配
な
子
に
は
個

問　
社
会
情
勢
の
変
革
か

ら
少
子
高
齢
化
が
進
み
人

口
減
少
。
財
政
面
や
幼
児

期
の
育
ち
に
は
20
人
程
が

望
ま
し
い
の
検
討
委
員
会

の
答
申
に
基
づ
き
統
廃
合

が
示
さ
れ
た
。
住
民
の
日

常
生
活
圏
か
ら
地
域
の
核

で
あ
る
幼
保
・
小
中
・
公

民
館
を
無
く
す
こ
と
は
繋

が
り
、
営
み
、
利
便
性
の

低
下
が
子
ど
も
の
減
少
、

若
者
定
住
の
意
義
低
下

を
、
ひ
い
て
は
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
の
共
生
の

社
会
や
地
域
の
衰
退
へ
と

進
む
。
コ
ロ
ナ
禍
で
全
て

別
指
導
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
要
請
し
、
複
数
の
先
生

で
チ
ー
ム
と
し
て
対
応
し

て
い
る
。

◆
子
育
て
応
援
を
町
民
全

　
体
の
課
題
に

問　
人
口
減
少
を
食
い

止
め
る
た
め
、
子
育
て

応
援
を
ま
ち
づ
く
り
の
大

き
な
柱
に
す
べ
き
で
あ

る
。
そ
れ
に
は
、
町
民
を

核
と
し
た
活
動
が
不
可
欠

で
あ
る
。
幼
児
園
の
再
編

や
、
学
校
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
町
民
全
体
の
問
題

と
し
て
と
ら
え
、
課
題
解

決
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
保
護
者
説
明
会
は
30

分
程
度
で
終
了
。
住
民
説

明
会
は
た
っ
た
４
名
し
か

参
加
さ
れ
て
い
な
い
。
将

来
に
関
わ
る
問
題
を
こ
の

状
態
で
進
め
て
い
い
の

か
。

の
分
野
・
業
界
で
経
済
の

方
向
性
や
生
活
が
見
直
さ

れ
て
い
る
。

町
長　

少
子
高
齢
化
・
人

口
減
の
大
き
な
波
の
中
、

限
ら
れ
た
財
政
で
社
会
保

障
・
教
育
・
生
活
等
持
続

可
能
な
町
政
維
持
の
た
め

町
民
や
議
会
と
進
め
る
。

問　
全
国
で
の
小
規
模

校
50
％
を
受
け
、
文
科
省

は
手
引
き
で
存
続
を
認
め

て
い
る
。
子
育
て
・
教
育

を
さ
ら
に
大
き
な
柱
と
し

て
、
県
都
の
近
町
と
し
て

魅
力
を
示
し
、
人
口
減
対

策
と
し
た
方
針
を
。

学
校
教
育
課
長　

地
域
の

実
態
・
事
情
で
弾
力
的
な

運
用
が
可
能
。
特
に
小
学

校
は
地
域
の
核
と
思
っ
て

お
り
、
検
討
委
の
答
申
を

待
つ
。

町
長　

現
状
を
鑑
み
、
理

想
と
現
実
を
踏
ま
え
、
し

町
長　

幼
児
園
の
再
編
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
25
名
の

町
民
代
表
で
審
議
い
た
だ

き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実

施
し
、
答
申
を
い
た
だ
い

た
。
そ
れ
に
基
づ
き
再
編

計
画
を
立
て
、
保
護
者
説

明
、
広
報
誌
で
発
信
、
住

民
説
明
を
し
、
特
に
問
題

と
な
る
意
見
も
な
い
こ
と

か
ら
、
概
ね
理
解
を
い
た

だ
い
て
い
る
と
思
う
。
行

政
と
し
て
は
し
っ
か
り
と

手
順
を
踏
ん
で
い
る
。

っ
か
り
取
り
組
む
。

◆
自
動
走
行
・
近
助
タ
ク

　
シ
ー
を
地
域
の
足
に

問　
自
動
走
行
は
今
後
の

無
人
走
行
技
術
を
当
町
で

実
用
化
に
向
け
て
、
国
の

支
援
で
行
な
っ
て
い
る
。

地
域
の
足
と
な
る
見
通
し

ま
で
支
援
体
制
が
必
要
。

町
長　

国
と
協
力
し
て
観

光
面
や
、
地
域
の
足
と
な

る
よ
う
進
め
る
。

問　
近
助
タ
ク
シ
ー
を
始

め
た
ら
後
に
引
け
な
い
覚

悟
で
と
言
っ
て
き
た
。
現

在
地
元
の
方
々
の
協
力
で

成
り
立
っ
て
い
る
。
存
続

可
能
の
対
応
支
援
を
。

町
長　

現
在
ま
ち
づ
く
り

会
社
委
託
で
運
営
し
て
い

る
。
行
政
が
で
き
な
い
事

業
を
協
力
し
、
町
と
住
民

発
展
に
進
め
る
。

問　
昨
年
ノ
ー
マ
イ
カ

ー
運
動
に
取
り
組
み
、
本

来
の
利
用
者
は
女
性
の
通

勤
利
用
で
は
な
い
か
と
感

じ
た
。
体
が
弱
い
な
ど
の

理
由
で
運
転
を
避
け
た
い

女
性
は
多
い
が
、
そ
の
よ

う
な
声
を
聴
取
し
て
き
た

か
。

総
務
課
長　

地
域
公
共
交

通
会
議
に
て
各
団
体
代
表

よ
り
意
見
を
聴
取
し
、
利

用
者
の
利
便
性
向
上
の
た

め
の
工
夫
は
し
て

き
た
が
、
女
性
の

方
、
特
有
の
病
気

を
お
持
ち
の
方
の

意
見
に
お
い
て
は

不
十
分
な
点
が
あ

る
。
え
ち
ぜ
ん
鉄

道
ま
で
の
ア
ク
セ

ス
の
向
上
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

総
合
政
策
課
長　

２
７
７
名
の
ア
ン
ケ
ー
ト

回
収
を
し
た
が
、
年
齢
層

な
ど
の
考
慮
が
な
く
、
拾

い
き
れ
な
か
っ
た
声
も
あ

る
。
職
場
へ
の
送
迎
は
関

連
部
局
と
検
討
。

問　
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
と
は
交
通

を
ク
ラ
ウ
ド
化
し
、
あ
ら

ゆ
る
交
通
手
段
を
シ
ー
ム

レ
ス
に
繋
ぎ
、
ひ
と
つ
の

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
統
合
す

る
こ
と
ら
し
い
。
ア
プ
リ

を
使
っ
て
、
バ
ス
も
電
車

も
タ
ク
シ
ー
も
飛
行
機
も

一
括
で
予
約
・
決
済
。
予

約
の
電
話
を
し
た
り
申
請

書
を
書
か
な
い
と
利
用
で

き
な
い
不
便
さ
を
解
決
す

る
と
こ
ろ
ま
で
行
く
の
が

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
で
は
な
い
か
。

総
合
政
策
課
長　

当
然
、

町
と
し
て
も
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
会

議
の
中
で
、
そ
の
と
こ
ろ

を
目
指
し
て
お
り
、
前
段

と
し
て
自
動
走
行
・
近
助

タ
ク
シ
ー
の
実
用
化
し
、

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
と
し
て
の
実
証

は
続
く
。

滝波登喜男議員

問

コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
嫌
い
に
な
っ
て
な
い
か

答

９
割
以
上
が
〝
楽
し
い
〞

酒 井  和 美 議員

問

公
共
交
通
事
業
と
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
に
つ
い
て

答

隅
々
ま
で
声
を
汲
み
取
り

　
　
　
　
　
　
　し
っ
か
り
取
り
組
む

実用化となる自動走行車

上  田   誠 議員

問

幼
保
・
小
中
の
統
廃
合
は
地
域
の
衰
退

答

持
続
可
能
な
町
へ
住
民・議
会
と
進
め
る

志比南小学校

昨年の議会と語ろう会にて、
議会の見えにくさについて
様々なご意見をたまわり、こ
のたび議会放送の在り方につ
いて変更させていただくこと
となりました。

POINT POINT

生中継

再放送
①

再放送
②

議会の翌々月１日より
順次放送します。

３月議会→５月１日
６月議会→８月１日
９月議会→11月１日
12月議会→２月１日

夜
12
時

朝
６
時

１日２回同じ内容を放送

※放送日程の詳細は、リモコンの番組表を押してご確認ください。

また今後Youtubeにて議会中継動画を配信予定です。

議会中継
録画予約
しよっと

議会改革レポート議会改革レポート答える
議会

答える
議会

ここが変わった！
議会テレビ放送！！

※イメージ図
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議会・各委員会の議員出欠状況議会・各委員会の議員出欠状況 令和２年７月28日～令和２年９月30日

松
川

正
樹

上
田

誠

中
村
勘
太
郎

金
元

直
栄

滝
波
登
喜
男

齋
藤
　
則
男

江
守

　
勲

伊
藤
　
博
夫

長
岡
千
惠
子

川
崎
　
直
文

酒
井
　
和
美

酒
井
　
秀
和

朝
井
征
一
郎

奥
野
　
正
司

日付

総務産業・教育民生連合審査
会

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会 ― ― ― ○ ○ ― ○ ○ ― ― ○ ○ ― 傍

議会広報特別委員会（旧委
員）

○ ― ― ― ○ ― 傍 ― × ○ ○ ○ ― ○

総務産業建設常任委員会 ○ ― ○ ― ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ○

教育民生常任委員会 ― ○ ― ○ ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ ―

全員協議会（幼・保） ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報特別委員会 ○ ○ ― ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ○ ○ 傍

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会 ― ― ― ○ ○ ― ○ ○ ― ― ○ ○ 傍 傍

全員協議会（幼・保） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会（幼・保） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議（一般質問１日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会 ― ― ― ○ ○ ― ○ ○ ― ― ○ ○ 傍 傍

本会議（一般質問２日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総務産業建設常任委員会 ○ ― ○ ― ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ○

教育民生常任委員会 ― ○ ― ○ ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ ―

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会 ― ― ― ○ ○ ― ○ ○ ― ― ○ ○ 傍 傍

予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報特別委員会 ○ ○ ― ― × ― ○ ― ― ― ○ △ ○ ―

予算決算常任委員会 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

会　議　名 ○ … 出席　× …欠席　― … 員外  △ … 遅・早　研 … 研修　傍 … 傍聴　弔 … 弔事 

議員名（議席番号順）

出　席　回　数

会　議　回　数

出　　席　　率

　各常任委員会では議案審査や行政監視の他に調査研究・事業等の提言も仕事
として取り組んでいます。

　そのため各常任委員会での年間テーマを設定
し、調査研究をし、提言としてまとめて報告して
います。
　また、議決した予算に対しての事務事業の進行
状況や結果に対して、各課・担当者と面談し、検
証を行っています。
　今年は新型コロナ禍により前半は十分に調査できませんでしたが、選定した
事務事業に対して検証を求め、次年度の政策・予算への反映に繋げています。

年間テーマ・事務事業検証が

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

■事務事業検証
　①空き家対策関連事業
　②IoT推進事業

■年間テーマ
　①議会と防災対応
　②地元商店街の活性化

教
育
民
生
常
任
委
員
会

■事務事業検証
　①町立診療所と町民の健康づくり事業
　②ごみの減量化と生ごみ処理事業
　③埋蔵文化財と人の確保事業

■年間テーマ
　①子どもにとって望ましい教育（学校）の在り方
　②コロナ対策と住民生活（実態調査）

今年度

７
10

町
議
会
広
報
研
修

９
16

町
村
議
長
会
感
謝
状
表
彰

９
16

町
村
監
査
委

連
絡
協
議
会
感
謝
状
表
彰

事務事業検証の様子

（予定）

月
定
例
会

月
定
例
会

1212 生中継

○日程は、都合により変更になる場合
　がありますので、ご了承ください。
○会議は傍聴することができます。
★事前申し込み不要
★バリアフリー、
　エレベーター完備
★ソーシャルディスタンス
　での傍聴をお願いします

テレビ中継で
ご覧ください
テレビ中継で
ご覧ください12月２ 日 （水）10時～ ［本会議］

12月９ 日 （水）・10日（木）・11日（金）・14日（月）９時～
   ［一般質問・本会議（第1審議）］
12月16 日 （水）９時～ ［本会議（第２審議）］
12月17 日 （木）10時～ ［本会議（第３審議）・採決］
12月18 日 （金） 【予備日】



今号から議会だよりの表紙のテーマが変わりました。
議会と皆さんの心を近づける議会だよりを目指しております。

テーマ　①今後の幼児園・幼稚園について語ろう　②新型コロナウィルスについて語ろう
10/21（水）19:30　松岡公民館、開発センター、松岡多目的集会センター（ざおう荘）
10/22（木）19:30　志比南小学校、松岡農業構造改善センター、上志比文化会館
10/23（金）19:30　松岡公民館、ふるさと学習館、志比北公民館

感染症対策のため広い会場を使用します。ご都合のよい日に最寄りの会場にお越しください。詳細はｐ2～3にて。

あなたが撮った写真を
議会だよりの表紙に
しませんか？

写真提供：波多野公人さん

あなたが大好きな永平寺町の景色や、誰も知らない素敵な
隠れスポットをご紹介頂いて、永平寺町の魅力を発信して
ください。

※お名前と撮影場所を掲載させてください。
※人物が写っている場合には掲載の許可を頂いているものをご提供下さい。
※60～67号で応募していただいたお写真を表紙にさせていただく予定です。
　応募多数の場合には、67号裏表紙にて掲載させていただきます。

応募方法：「議会だより●号読者モニター」とご記入いただき、ご住所・
　　　　　お名前（匿名ご希望の場合はペンネームも）・お電話番号と
　　　　　感想（300文字程度）をお書きいただいた上で、下記議会事務
　　　　　局の住所またはメールアドレスまでお送りください。
E-ma i l：gikai@town.eiheiji.fukui.jp
住　　所：〒910-1133　永平寺町松岡春日１丁目４
　　　　　永平寺町議会事務局

今号から私たちが広報委員です

【発行】永平寺町議会　　【編集】議会広報特別委員会

応募方法：メールにて「私の永平寺町自慢」の件名にて、ご住所・
　　　　　お名前・お電話番号、写真を撮った場所を記載し、
　　　　　画像ファイル（jpg、4000×3000px、７MBまで、
　　　　　縦長）を添付の上、下記議会事務局のアドレスまで
　　　　　お送りください。12月１日締切
　　　　　E-mail:gikai@town.eiheiji.fukui.jp

みなさんの
議会だよりの
感想を誌面で
紹介させて
下さい！

　
新
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ロ
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ウ
イ
ル
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感
染
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。

　
自
分
と
大
切
な
人
を
守
る
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め
に
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常
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活
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染
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な
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し
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う
。

　
今
回
か
ら
新
し
く
広
報
委
員
が
変
わ

り
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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